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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

日
本
の
前
衛
ア
ー
ト
の
草
分

け
で
現
在
も
活
躍
す
る
草
間
彌

生
︵
93 )

の
等
身
大
ロ
ボ
ッ
ト

が
五
番
街
57
丁
目
の
ル
イ
・
ヴ

ィ
ト
ン
ス
ト
ア
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ

を
彩
っ
て
い
る
。
絵
筆
を
動
か

し
、
時
折
、
こ
ち
ら
を
ジ
ロ
っ

と
睨
ん
で
頬
を
ヒ
ク
ヒ
ク
痙
攣

さ
せ
る
仕
草
は
か
な
り
リ
ア

ル
。
草
間
彌
生
と
ル
イ
・
ヴ
ィ

ト
ン
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア

も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
ミ
ー
ト
パ

ッ
キ
ン
グ
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し

て
い
る
。
 

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
草

間
さ
ん
と
高
級
ブ
ラ
ン
ド
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
展
開
の
一

部
で
、
バ
ッ
グ
か
ら
フ
レ
グ
ラ

ン
ス
ま
で
４
５
０
以
上
の
商
品

を
生
み
出
す
予
定
だ
。
五
番
街

店
だ
け
で
な
く
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ

ー
美
術
館
の
向
か
い
に
あ
る
ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
で
は
、
草
間
の
伝

説
的
な
作
品
﹁
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ

ィ
・
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
﹂
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ

イ
ズ
の
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
が
あ
ち

こ
ち
に
置
か
れ
、
そ
の
上
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
得
意
と
す
る
イ

ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
・
ド
ッ
ト
︵
水

玉
模
様
︶
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
は
、
新

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ア
イ
テ
ム
が

4
月
末
ま
で
販
売
さ
れ
る
。
ア

ー
ト
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
巨
人

に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
を
驚
か
せ
て

い
る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で

は
な
く
、
２
０
１
２
年
に
、
ル

イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
が
、
当
時
ま
だ

ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
に
あ
っ
た
ホ
イ

ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
で
開
催
さ
れ

た
草
間
彌
生
回
顧
展
の
ス
ポ
ン

サ
ー
を
務
め
て
い
る
。
近
く
こ

の
春
に
オ
ー
プ
ン
す
る
グ
ラ
ン

ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
マ
デ
ィ
ソ

ン
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
も
草
間
の

巨
大
な
壁
画
が
お
目
見
え
す
る

予
定
だ
。
ク
サ
マ
・
ヤ
ヨ
イ
は

現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
最
も

知
ら
れ
て
い
る
日
本
人
の
一
人

か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　

︵
写
真
・
三
浦
良
一
︶

　

外
務
省
国
際
機
関
人
事
セ
ン

タ
ー
は
日
本
時
間
1
月
18
日

︵
水
︶、
2
月
５
日
︵
日
︶、
2

月
18
日
︵
土
︶
に
﹁
２
０
２
３

年
度
Ｊ
Ｐ
Ｏ
試
験
説
明
会
﹂
を

開
催
す
る
。
Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣
制
度

と
は
、
１
９
６
１
年
の
国
連
経

済
社
会
理
事
会
決
議
に
よ
り
設

け
ら
れ
た
、
国
際
機
関
が
各

国
の
若
手
人
材
を
受
け
入
れ

る
制
度
。
日
本
の
外
務
省
も

１
９
７
４
年
か
ら
同
制
度
に
よ

る
派
遣
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で

の
累
計
派
遣
者
数
は
１
９
０
０

人
以
上
に
上
る
。
派
遣
期
間
は

原
則
２
年
間
。
期
間
内
は
外
務

省
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
正

規
職
員
と
同
様
の
勤
務
を
こ
な

し
、
国
連
職
員
・
国
際
機
関
職

員
と
し
て
必
要
な
知
識
・
経
験

を
積
む
。
派
遣
期
間
終
了
後
に

は
正
規
採
用
を
得
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
が
、
保
証
さ
れ

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
正
規

職
員
と
な
る
に
は
通
常
求
め
ら

れ
る
手
続
き
に
従
っ
て
空
席
ポ

ス
ト
に
応
募
す
る
必
要
が
あ

る
。
た
だ
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｏ
で
の
勤

務
を
行
う
こ
と
自
体
が
国
際
機

関
で
勤
務
す
る
能
力
が
あ
る
こ

と
の
具
体
的
な
証
明
と
な
る
た

め
、Ｊ
Ｐ
Ｏ
経
験
者
の
多
く
が
、

そ
の
後
、
正
規
職
員
と
し
て
勤

務
を
続
け
て
い
る
。

︵
１
︶
募
集
対
象

　

開
発
・
人
権
・
教
育
・
保

健
・
平
和
構
築
・
Ｉ
Ｔ
・
広

報
、
人
事
等
の
分
野
で
活
躍
す

る
35
歳
以
下
の
若
手
日
本
人
。

２
０
２
３
年
度
の
Ｊ
Ｐ
Ｏ
候
補

者
の
募
集
は
２
月
１
日
︵
水
︶

か
ら
3
月
８
日
︵
水
︶
ま
で
に

専
用
の
サ
イ
ト
を
通
じ
た
申
し

込
み
が
求
め
ら
れ
る
。

︵
２
︶
選
考
方
法
 

ア　

第
一
次
審
査
：
外
務
省
に

よ
る
書
類
選
考
 

イ　

第
二
次
審
査
：
外
務
省
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
選
考

︵
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
、
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｗ
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
、

Ｏ
Ｉ
Ｅ
及
び
Ｇ
Ｃ
Ｆ
を
志
望
す

る
者
は
各
国
際
機
関
に
よ
る
面

接
等
選
考
︶。
本
説
明
会
で
こ

れ
ら
応
募
の
仕
方
の
詳
細
を
詳

し
く
説
明
す
る
。
加
え
て
、
書

類
作
成
の
コ
ツ
、
ま
た
派
遣
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
も
説
明
す

る
。
国
際
機
関
で
の
勤
務
に
興

味
が
あ
る
日
本
国
外
在
住
の
社

会
人
、
学
生
に
積
極
的
に
呼
び

か
け
て
い
る
。
説
明
会
へ
の
出

欠
は
、
試
験
の
選
考
に
一
切
影

響
し
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
説
明
会
の
参
加
定
員
は
各
日

３
０
０
人
。
参
加
費
無
料
だ
が

事
前
の
予
約
が
必
要
。
３
回
の

内
容
は
全
て
同
じ
。
定
員
に
達

し
次
第
締
め
切
る
。

 

申
し
込
み
、
詳
細
は
外
務

省
人
事
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
︵
Ｊ
Ｐ
Ｏ
試
験　

外
務

省　

国
際
機
関
人
事
セ
ン
タ

ー (https://w
w

w
.m

ofa-
irc.go.jp/jpo/)

︶

を

参

照
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
。
東
京

０
３
・
５
５
０
１
・
８
２
３
８
、

Ｅ

メ

ー

ルjinji-center@
m

ofa.go.jp

　

外
務
省
国
際
機

関
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
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ウ
エ
イ
ト
レ
ス
は
、
﹁
ロ
ベ

ル
タ from

 Italy

﹂
と
書
か

れ
た
名
札
を
胸
に
付
け
て
い

た
。

　

二
十
代
半
ば
く
ら
い
の
白
人

女
性
だ
っ
た
。
身
の
こ
な
し
が

美
し
く
、
話
す
日
本
語
も
丁
寧

で
心
が
こ
も
っ
て
い
る
。

﹁
失
礼
、
シ
マ
ス
﹂
﹁
オ
待
タ
セ
、

シ
マ
シ
タ
﹂
﹁
オ
水
ヲ
、
注
イ

デ
モ
、
ヨ
ロ
シ
イ
、
デ
シ
ョ
ウ

カ
﹂ 

な
ど
と
い
う
と
き
も
軽
く

お
辞
儀
を
し
、
細
や
か
な
心
づ

か
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

都
内
、
下
北
沢
に
あ
る
こ
の

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
イ
タ
リ
ア
ン
・

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
ピ
ザ
が
美
味

し
い
と
評
判
で
、
ず
っ
と
前
か

ら
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

　

店
に
着
い
た
の
は
、
す
で
に

午
後
二
時
近
か
っ
た
が
、
ラ
ン

チ
の
客
で
ま
だ
、
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
。 

　

イ
タ
リ
ア
か
ら
来
ら
れ
た
ん

で
す
か
、と
私
が
声
を
か
け
た
。 

　

ミ
ラ
ノ
出
身
だ
っ
た
。
私
た

ち
夫
婦
も
ミ
ラ
ノ
を
旅
し
た
ば

か
り
だ
っ
た
の
で
、
話
が
弾
ん

だ
。

　

ロ
ベ
ル
タ
は
、
流
暢
な
日
本

語
で
語
っ
た
。

　

ロ
ー
マ
ヤ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

ト
、
違
ッ
テ
、
ミ
ラ
ノ
ハ
、
観

光
地
デ
ハ
、
ア
リ
マ
セ
ン
。
経

済
ト
、 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ノ
、
街

デ
ス
カ
ラ
、
私
ハ
、
ア
マ
リ
、

好
キ
デ
ハ
、
ア
リ
マ
セ
ン
。

　

ミ
ラ
ノ
の
大
学
で
経
営
学
と

保
険
を
、
語
学
学
校
で
日
本
語

を
学
ん
だ
と
い
う
。

　

ど
う
し
て
、
日
本
に
来
よ
う

と
思
っ
た
ん
で
す
か
。

　

そ
う
た
ず
ね
る
と
、
ロ
ベ
ル

タ
が
答
え
た
。 

　

ミ
ラ
ノ
デ
出
会
ッ
タ
、
オ
バ

ア
サ
ン
ガ
、
キ
ッ
カ
ケ
デ
ス
。 

　

語
学
学
校
に
通
い
始
め
る
一

年
ほ
ど
前
、
ミ
ラ
ノ
の
大
学
へ

向
か
う
地
下
鉄
で
の
こ
と
だ
っ

た
。 

　

電
車
は
混
ん
で
い
た
。
大
学

の
あ
る
サ
ン
タ
ン
ブ
ロ
ー
ジ
ョ

駅
で
、
降
り
よ
う
と
し
た
。
こ

こ
に
は
、 

ミ
ラ
ノ
最
古
の
教
会

と
し
て
知
ら
れ
る
、
サ
ン
タ
ン

ブ
ロ
ー
ジ
ョ
聖
堂
が
あ
る
。
ロ

マ
ネ
ス
ク
建
築
の
美
し
い
教
会

だ
。 

　

ド
ア
の
左
わ
き
に
立
っ
て
い

た
お
ば
あ
さ
ん
の
肩
に
、
自
分

の
肩
が
ぶ
つ
か
っ
た
。 

　

ホ
ー
ム
に
降
り
て
ふ
り
返
っ

た
と
き
、
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は

日
本
人
だ
と
直
感
し
た
。
帽
子

を
か
ぶ
り
、
花
柄
の
よ
う
な
淡

い
色
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
た
。

夫
ら
し
き
お
じ
い
さ
ん
が
隣
に

い
た
。 

　

こ
う
い
う
と
き
、
ミ
ラ
ノ
に

住
ん
で
い
る
人
な
ら
、
一
度
、

ホ
ー
ム
に
降
り
、
ほ
か
の
人
が

降
り
る
の
を
待
っ
て
か
ら
、
再

び
電
車
に
乗
る
。
で
も
、
そ
の

人
は
そ
の
ま
ま
地
下
鉄
に
乗
っ

て
い
た
の
で
、
観
光
客
な
の
だ

ろ
う
と
思
っ
た
、
と
ロ
ベ
ル
タ

は
言
う
。 

　

お
ば
あ
さ
ん
に
向
か
っ
て
ロ

ベ
ル
タ
は
、
片
言
の
日
本
語
で

謝
っ
た
。

　

ス
ミ
マ
セ
ン
。

  

そ
の
人
は
、
驚
い
た
よ
う
に

目
を
見
開
き
、
そ
れ
か
ら
と
て

も
お
だ
や
か
な
笑
顔
を
こ
ち
ら

に
向
け
た
。
ほ
っ
と
し
た
よ
う

な
笑
顔
だ
っ
た
。

　

ほ
ん
の
一
瞬
の
こ
と
だ
が
、

心
が
つ
な
が
っ
た
よ
う
な
気
が

し
た
。

　

そ
し
て
、ド
ア
が
閉
ま
っ
た
。

  

ロ
ベ
ル
タ
は
ホ
ー
ム
に
、
お

ば
あ
さ
ん
は
電
車
の
中
に
ー
。

　

電
車
は
そ
の
人
を
乗
せ
て
、

ミ
ラ
ノ
、
そ
し
て
東
京
の
、

と
け
な
い
魔
法 
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ュ
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魔
法
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ホ
ー
ム
を
出
て
い
っ
た
。 

　

お
ば
あ
さ
ん
の
笑
顔
が
、
忘

れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

あ
の
と
き
ロ
ベ
ル
タ
は
、
ア

リ
ガ
ト
ウ
と
ス
ミ
マ
セ
ン
し
か

知
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
と
何
か

こ
と
ば
を
交
わ
し
た
か
っ
た
。

　

ソ
レ
ガ
、
語
学
学
校
デ
、
日

本
語
ヲ
、
学
ビ
、
日
本
ニ
、
来

タ
イ
、
ト
思
ッ
タ
、
キ
ッ
カ
ケ

デ
ス
。 

　

ロ
ベ
ル
タ
が
日
本
語
の
勉
強

を
始
め
て
、
六
年
に
な
る
。
大

学
を
終
え
、
日
本
で
イ
タ
リ
ア

語
を
教
え
た
い
と
思
い
、
ミ
ラ

ノ
で
そ
の
た
め
の
授
業
も
取
っ

た
。

　

半
年
前
に
日
本
に
や
っ
て
き

た
。
が
、
教
師
の
仕
事
は
な
か

な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

知
り
合
い
の
紹
介
で
八
十
歳

の
日
本
人
の
お
ば
あ
さ
ん
と
一

緒
に
、一
軒
家
に
住
ん
で
い
る
。 

　

大
家
さ
ん
な
の
に
、
一
緒
に

食
事
を
し
、
家
族
の
よ
う
に
接

し
て
く
れ
る
と
い
う
。

　

ミ
ラ
ノ
で
は
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
暮
ら
し
だ
っ
た
の
で
、
近
所

づ
き
合
い
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。 

　

大
家
さ
ん
と
一
緒
に
住
ん
で

い
る
東
京
の
ほ
う
が
、
地
元
の

人
と
の
触
れ
合
い
が
あ
る
と
い

う
。

　

東
京
の
語
学
学
校
で
日
本
語

を
さ
ら
に
勉
強
し
、
時
間
が
あ

る
と
き
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ

ェ
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
る
。 

　

通
り
す
が
り
の
人
の
一
瞬
の

笑
顔
が
、
ひ
と
り
の
人
生
を
変

え
た
。

　

ミ
ラ
ノ
、
そ
し
て
東
京
の
、

と
け
な
い
魔
法
ー
。 

　

ロ
ベ
ル
タ
は
話
し
終
え
る

と
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た

私
に
、
丁
寧
な
日
本
語
で
言
っ

た
。 

　

私
ノ
、
話
ヲ
、
大
切
ニ
、
シ

テ
ク
レ
テ
、
ア
リ
ガ
ト
ウ
、
ゴ

ザ
イ
マ
ス
。 

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
８
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
の
か
か
り
方
﹄
に

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

h
ttps://w

w
w

.am
azon

.
co.jp/dp/4167717220

笈田ヨシ＝ヨーロッパを拠点に世界の
舞台で活躍する、日本人演出家・俳優。
独り芝居『禅問答』(Interrogations)
を 40 年に渡って世界中で上演。劇団
四季を経て、１９６８年にロンドンで
演出界の巨匠ピーター・ブルックの実
験劇『テンペスト』に出演。以降、ブ
ルックの作品には欠かせないコラボレ
ーターとなり、70 年にブルックが設
立した国際演劇研究センターに参加。
以来パリを拠点に、世界各国の劇場で
活躍。92 年にフランス芸術文化勲章
シュバリエ受勲。以降 07 年に同オフ
ィシエ、13 年には最高峰の同コマン
ドゥールを受勲。

演
出
の
笈
田
ヨ
シ
に
聞
く

　

箏
・
三
味
線
演
奏
家
の
木
村

伶
香
能
に
よ
る
日
本
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
、
第
26
回

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
四
季
〜
日

本
音
楽
の
彩
り
〜
﹂
が
２
月
５

日
︵
日
︶
午
後
４
時
か
ら
、
Ｃ

Ｒ
Ｓ
︵
４
番
街
１
２
３
番
地

３
階
︶
で
開
催
さ
れ
る
。
後

援
・︵
有
︶
邦
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

M
ar C

reation, Inc.

　

箏
、
三
味
線
の
音
色
を
四
季

折
々
に
体
感
す
る
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
、
２
０
１
５
年
秋
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
。
今

回
は
尺
八
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ

ラ
ウ
ン
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
箏

曲
の
代
表
曲
﹁
松
竹
梅
﹂
等
を

演
奏
す
る
。
入
場
料
は
30
ド

ル
︵
当
日
現
金
に
て
支
払
う
︶。

予
約
は
、
氏
名
、
希
望
枚
数

を
明
記
し
Ｅ
メ
ー
ルinfo@
y

o
k

o
reik

an
o

k
im

u
ra.

com

ま

で
。

要

マ

ス

ク

着

用
。
詳
細
はhttps://w

w
w

.
y

o
k

o
reik

an
o

k
im

u
ra.

com
/calendar/

を
参
照
。

木村伶香能
四季のコンサート

或る友人へ送る手記の　世界表現

演
技
指
導
す
る
笈
田

©
 Takaaki Ando

ゲ
ス
ト
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
https://www.yokoreikanokimura.com/calendar/
mailto:info@yokoreikanokimura.com
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶
舞
台
公
演
部
で
は
、
12
日
か
ら
15
日
ま
で
、
Ｊ
Ｓ
と
東

京
文
化
会
館
と
の
国
際
共
同
委
嘱
に
よ
る
新
作
現
代
オ
ペ
ラ
﹃note to a friend

﹄
の
世
界
初
演

を
行
っ
た
。
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
受
賞
作
曲
家
、
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ラ
ン
グ
へ
の
委
嘱
と
い
う
形

で
実
現
し
た
本
作
は
、
芥
川
龍
之
介
の
３
つ
の
テ
キ
ス
ト
︵﹃
或
る
友
人
へ
送
る
手
記
﹄、﹃
点
鬼
簿
﹄、

﹃
藪
の
中
﹄
︶
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
死
、
愛
、
自
殺
へ
の
人
間
の
執
着
と
い
っ
た
複
雑
な
テ
ー

マ
を
、
歌
手
が
ひ
と
り
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
構
成
に
立
っ
て
ラ
ン
グ
自
ら
が
リ
ブ
レ
ッ
ト
を
手
掛

け
た
。
演
出
し
た
笈
田
ヨ
シ
に
今
作
に
対
す
る
思
い
を
聞
い
た
。
︵
聞
き
手
・
本
紙
三
浦
良
一
︶

芥
川
龍
之
介
の
作
品
か
ら

新
作
オ
ペ
ラ
Ｊ
Ｓ
で
上
演

本
紙　

原
作
の
芥
川
の
３
作
品

は
自
殺
や
死
を
テ
ー
マ
に
し
て

お
り
ど
れ
も
読
ん
で
い
る
と
気

持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
く
よ
う

な
暗
い
話
ば
か
り
で
す
。

笈
田　

と
こ
ろ
が
僕
に
と
っ
て

意
外
だ
っ
た
の
は
、
決
し
て
暗

い
作
品
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た

こ
と
な
ん
で
す
。
僕
が
初
め
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
１
９
７
５
年

に
発
表
し
た
の
は
、
オ
ペ
ラ
で

は
な
か
っ
た
で
す
が
﹁
チ
ベ
ッ

ト
の
死
者
の
書
﹂
で
し
た
し
、

２
０
０
７
年
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
ブ
リ
テ
ン
の
オ
ペ
ラ
﹃
ベ

ニ
ス
に
死
す
﹄
も
そ
う
で
す
が © Richard Termine

死
し
て
か
ら
生
き
返
る
ま
で
を

題
材
に
し
て
い
て
、
こ
の
主
人

公
は
、
自
殺
に
よ
っ
て
の
み
こ

の
縛
ら
れ
た
現
実
社
会
か
ら
自

由
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
よ
う
な
話
だ
と
思
い
ま
し

た
。
死
ぬ
っ
て
い
う
の
は
、
つ

ま
り
、
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し

た
り
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

６
時
間
と
か
７
時
間
と
か
肉
体

は
心
臓
が
止
ま
っ
て
い
て
仮
死

状
態
に
な
っ
て
も
意
識
と
い
う

の
は
存
在
し
て
い
て
、
戻
っ
て

き
た
人
は
大
抵
、
臨
死
体
験
を

す
ご
く
気
持
ち
よ
か
っ
た
と
か

明
る
か
っ
た
と
か
、
浮
い
て
い

る
よ
う
な
快
感
が
あ
っ
た
と
か

言
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
死
の
瞬

間
と
い
う
の
は
と
て
も
い
い
心

持
ち
に
な
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、

死
ぬ
こ
と
に
対
し
て
恐
怖
も
不

安
も
な
い
し
、
今
日
も
こ
う
し

て
生
か
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ん

だ
と
い
う
。
こ
の
オ
ペ
ラ
は
死

ん
だ
後
の
話
で
、
死
ん
だ
あ
と

は
、
な
ん
と
未
来
は
素
晴
ら
し

い
ん
だ
と
思
う
オ
ペ
ラ
だ
と
思

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

本
紙　

演
出
す
る
上
で
苦
労
し

た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

笈
田

音
楽
は
素
晴
ら
し
い

し
、
歌
手
も
素
晴
ら
し
い
。
演

出
家
は
す
る
こ
と
な
か
っ
た
ん

だ
が
、
プ
ラ
ス
α
で
何
を
そ
こ

に
付
け
ら
れ
る
か
。
ど
れ
だ
け

そ
の
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
、
歌

手
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
か
、
そ
の
た
め
の
僕

は
縁
の
下
の
力
持
ち
み
た
い
な

存
在
で
す
。
舞
台
が
１
人
の
歌

手
の
独
唱
で
全
編
を
貫
く
が
、

そ
れ
だ
け
だ
と
単
な
る
歌
手
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
セ
リ
フ
の
な
い
主
人
公

の
画
家
を
登
場
さ
せ
る
こ
と

で
、
２
人
芝
居
の
形
式
を
演
出

し
ま
し
た
。

本
紙

日
本
に
先
駆
け
て
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
で
す
ね

笈
田

オ
ペ
ラ
っ
て
い
う
の

は
、
ト
ス
カ
や
椿
姫
、
マ
ダ
ム

バ
タ
フ
ラ
イ
と
か
19
世
紀
に
生

ま
れ
た
古
典
を
い
つ
ま
で
も
し

て
い
て
は
い
け
な
い
。
そ
こ
か

ら
発
展
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
。
絶
え
ず
そ
の
時
代
に
生
き

て
い
る
オ
ペ
ラ
と
い
う
の
を
作

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は

そ
う
い
う
意
味
で
は
そ
れ
な
り

に
う
ま
く
や
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
人
間
の

奥
底
を
探
る
よ
う
な
も
の
を
、

そ
う
い
う
現
代
の
生
き
て
い
る

人
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
感
じ
る

か
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
作

っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

が
、
で
も
そ
う
い
う
の
は
商
業

的
に
は
成
り
立
た
な
い
ん
で

す
。
オ
ペ
ラ
の
新
作
っ
て
い
う

の
は
人
が
来
な
い
。
じ
ゃ
来
な

い
か
ら
と
言
っ
て
や
ら
な
け
れ

ば
、
現
代
の
芸
術
と
し
て
存
在

で
き
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
経
済
的
に

大
き
な
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
助

成
金
を
得
な
が
ら
や
れ
て
い
る

現
状
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
は
、
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
が
勇

敢
に
も
健
気
に
も
莫
大
な
赤
字

を
覚
悟
で
や
っ
て
お
ら
れ
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
新
作
オ
ペ
ラ
を
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
フ
ァ
ン
ド
で
は
で
き
な

い
。

本
紙　

本
作
品
を
演
出
し
て
、

観
客
に
伝
え
た
い
こ
と
は
な
ん

で
す
か
。

笈
田　

死
と
い
う
の
は
恐
怖
の

怖
い
も
の
で
は
な
い
。
不
安
の

な
い
世
界
だ
。
で
す
か
ら
死
ん

だ
人
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
現

代
人
が
死
に
向
か
っ
て
生
き
て

い
く
こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
安

心
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
、

一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
生
き
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。

◇

上
演
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
笈
田
な
り
の
作
品
に
対
す
る

意
見
を
本
紙
に
語
っ
て
い
た

が
、
舞
台
後
の
客
席
と
の
質
疑

応
答
で
は
、
笈
田
自
身
が
作
曲

家
の
ラ
ン
グ
に
﹁
と
こ
ろ
で
ど

う
し
て
自
殺
を
わ
ざ
わ
ざ
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
選
ん
だ
の
か

教
え
て
欲
し
い
。
西
洋
の
キ
リ

ス
ト
教
で
は
自
殺
は
犯
罪
で
は

な
い
の
か
。
日
本
は
自
殺
に
対

す
る
犯
罪
意
識
は
西
洋
ほ
ど
で

は
な
い
が
、
自
殺
に
つ
い
て
客

席
の
意
見
も
聞
き
た
い
も
の

だ
﹂
と
ま
さ
に
こ
ち
ら
が
聞
き

た
か
っ
た
こ
と
を
笈
田
自
身
が

尋
ね
る
場
面
が
あ
っ
た
。

ラ
ン
グ
は
﹁
自
分
は
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
は
な
い
の
で
ま
ず
そ

の
点
は
無
罪
だ
が
、
日
本
の
自

殺
に
対
す
る
文
化
は
知
ら
な

い
。
自
分
と
し
て
は
死
者
が
死

後
の
世
界
を
静
か
に
語
り
か
け

る
世
界
と
い
う
芥
川
龍
之
介
の

作
品
の
中
で
も
こ
の
３
作
品
に

惹
か
れ
た
か
ら
選
ん
だ
。
特
に

﹃
或
る
友
人
へ
送
る
手
記
﹄
は

大
学
時
代
に
読
み
、
50
年
ぶ
り

に
記
憶
が
蘇
る
場
面
が
多
か
っ

た
﹂
な
ど
と
答
え
た
。

◇

出
演
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠

点
に
欧
米
で
活
躍
す
る
ボ
ー
カ

リ
ス
ト
で
ジ
ャ
ズ
の
世
界
で
も

人
気
の
セ
オ
・
ブ
レ
ッ
ク
マ

ン
、
演
奏
は
東
京
文
化
会
館
に

よ
り
選
出
さ
れ
た
新
進
気
鋭
の

日
本
人
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
弦

楽
四
重
奏
団
を
構
成
し
た
。
日

本
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
殿

堂
、
東
京
文
化
会
館
と
の
共
同

委
嘱
・
共
同
制
作
で
あ
る
本
作

は
、
高
い
評
判
を
誇
る
実
験
的

新
作
オ
ペ
ラ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
﹁PR

O
T

O
T

Y
PE

﹂
の

２
０
２
３
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
Ｊ
Ｓ
で
世
界
初
演
さ
れ
、
続

い
て
2
月
4
日
、
5
日
に
東
京

文
化
会
館
で
上
演
さ
れ
る
。

或る友人へ送る手記の　世界表現

死
を
意
識
す
る
こ
と
で

一
瞬
一
瞬
を
大
切
に

生
き
る
と
い
う
こ
と

演
技
指
導
す
る
笈
田

©
 Takaaki Ando
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 飛躍願う新年 激　 動の今こそ

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブでは
地域社会や世界への貢献のためさまざま
な活動しています。

■ 2022-2023平和ポスターコンテスト
 受賞者発表

テーマ「思いやりのあるリーダーになろう」
【金賞】
町田真（ニュージャージー日本人学校）

【銀賞】　
高比良聡一（ニューヨーク日本人学校）

【銅賞】　
笠間リヅ（ニューヨーク育英学園）

【佳作】
藤尾真帆（ニューヨーク日本人学校）
シャンコン華（ニューヨーク日本人学校）
サイモンズ恵美（ニューヨーク育英学園）
鈴木貫太（ニュージャージー日本人学校）
※授賞式は2月25日（土）にNY日系人会
館で行います。

The New York
Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org      info@nyjalc.org

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
10
日
、
施
政
方
針
演

説
を
行
い
、
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
・

ハ
ウ
ジ
ン
グ
︵
手
頃
な
価
格
の

住
宅
︶
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
︵
精

神
的
健
康
︶
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

セ
イ
フ
テ
ィ
︵
公
衆
安
全
︶
、

経
済
的
機
会
を
優
先
度
の
高
い

目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
伝
え
た
。
 

　

ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
・
ハ
ウ
ジ

ン
グ
︵
手
頃
な
価
格
の
住
宅
︶
：

税
優
遇
策
、
承
認
審
査
工
程
の

短
縮
、
固
定
資
産
税
控
除
及
び

減
税
制
度
の
拡
大
、
ア
フ
ォ
ー

ダ
ブ
ル
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
着
手

す
る
住
宅
開
発
業
者
に
関
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
４
２
１
-a
︶
の

更
新
を
含
む
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ハ
ウ
ジ
ン
グ
協
定
﹂
で
、
今
後

10
年
間
で
新
た
に
80
万
軒
の
手

頃
な
価
格
の
住
居
建
物
の
建
築

を
促
す
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、

集
合
住
宅
の
禁
止
や
複
雑
な
建

築
規
制
、
承
認
審
査
プ
ロ
セ
ス

で
住
宅
開
発
は
ほ
ぼ
不
可
能
な

こ
と
も
あ
る
。
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ

ル
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ
開
発
計
画
の

対
象
地
域
と
し
て
は
、
以
前
か

ら
住
宅
供
給
が
乏
し
い
Ｎ
Ｙ
市

郊
外
や
ハ
ド
ソ
ン
バ
レ
ー
、
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
な
ど
に
注
目

し
て
い
る
。
ま
た
住
宅
開
発
に

伴
い
、
１
エ
ー
カ
ー
当
た
り
最

低
25
世
帯
が
暮
ら
す
地
域
に
は

０
・
５
マ
イ
ル
圏
内
に
鉄
道
の

駅
が
あ
る
よ
う
鉄
道
の
再
区
分

し
、
新
開
発
地
域
を
対
象
に
し

た
２
億
５
０
０
０
万
ド
ル
の
イ

ン
フ
ラ
計
画
に
は
下
水
道
、
学

校
、
道
路
工
事
が
含
ま
れ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
セ
イ
フ
テ
ィ

︵
公
衆
安
全
︶
：
防
犯
の
た
め

に
、
Ｎ
Ｙ
州
警
の
ラ
ン
ク
や
任

務
を
拡
大
し
、
検
察
官
の
雇
用

や
、
収
監
や
再
入
国
手
続
き
の

代
替
策
の
資
金
増
を
検
討
し
て

い
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
︵
精

神
的
健
康
︶
：
10
億
ド
ル
を
投

じ
る
精
神
的
健
康
計
画
に
は
精

神
科
の
ベ
ッ
ド
数
を
１
０
０
０

台
、
特
別
住
宅
３
５
０
０
棟
ま

で
追
加
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て

い
る
。
同
州
の
精
神
科
治
療
病

棟
の
ベ
ッ
ド
数
は
14
年
以
降
20

％
減
で
７
４
７
１
台
と
な
っ
て

い
る
。
 

　

教
育
政
策
に
関
し
て
同
州
知

事
は
﹁
Ｎ
Ｙ
州
を
率
い
る
初
の

母
親
﹂
と
し
て
、
学
生
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
・
サ
ポ
ー
ト
や
育

児
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
化
を

含
み
、
４
項
目
で
解
説
し
た
。

費
用
：
学
区
の
必
要
に
応
じ
て

補
助
を
割
り
当
て
る
﹁
フ
ァ
ウ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
イ
ド
﹂
を

導
入
し
、
州
予
算
を
27
億
ド
ル

ま
で
引
き
上
げ
る
。
そ
の
う
ち

２
億
５
０
０
０
万
ド
ル
は
、
週

に
複
数
回
受
け
ら
れ
る
個
人

指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
充
て
ら

れ
る
。
プ
レ
キ
ン
ダ
ー
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
支
出
は

１
億
２
５
０
０
万
ド
ル
増
の

12
億
ド
ル
と
し
、
４
歳
児
の
通

園
率
95
％
を
目
指
す
。
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
支
援
：
学
校
と
連
結

し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
含
む
精
神
的
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
運
用
し
、
メ
デ
ィ

ケ
イ
ド
の
払
戻
率
を
上
げ
生

徒
の
精
神
的
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
促
す
。
子
育
て
支
援

の
ア
ク
セ
ス
：
保
育
扶
助
条
件

で
あ
る
３
人
家
族
の
年
収
制
限

を
現
在
の
７
万
ド
ル
以
下
か

ら
８
万
ド
ル
以
下
に
引
き
上

げ
、
利
用
可
能
人
数
を
さ
ら
に

11
万
３
０
０
０
人
増
加
す
る
。

一
元
化
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
、
一
連
の
地
域
の
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
補
充
的
栄
養
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ
︶
な
ど

で
所
得
が
承
認
さ
れ
て
い
る
家

庭
の
重
点
化
な
ど
で
子
育
て
支

援
の
ア
ク
セ
ス
数
を
増
や
す
。

学
費
：
Ｎ
Ｙ
州
立
大
学
︵
Ｓ
Ｕ

Ｎ
Ｙ
︶
と
Ｎ
Ｙ
市
立
大
学
︵
Ｃ

Ｕ
Ｎ
Ｙ
︶
の
学
費
を
３
％
ま

で
、
ま
た
は
高
等
教
育
価
格
指

数
に
よ
っ
て
値
上
げ
を
許
可
す

る
。
そ
の
ほ
か
同
施
政
方
針

に
関
す
る
詳
細
はgovernor.

ny.gov

を
参
照
す
る
。

23
年
度
Ｎ
Ｙ
州
施
政
方
針
演
説

住
宅
、
子
育
て
、
治
安
、
教
育
の
行
方

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
12
日
、
２
０
２
４
年
度

の
予
算
案
１
０
２
７
億
ド
ル
を

発
表
し
た
が
、
あ
ま
り
に
財
政

緊
縮
で
は
な
い
か
と
い
う
声

が
各
政
府
機
関
か
ら
出
て
い

る
。
 

　

一
年
前
に
成
立
し
た
23
年
度

予
算
１
０
１
０
億
ド
ル
は
、
昨

年
11
月
時
点
で
30
億
ド
ル
追
加

更
生
さ
れ
１
０
４
０
億
ド
ル
と

な
り
、
24
年
度
予
算
案
は
昨
年

度
予
算
比
で
わ
ず
か
２
％
増
で

あ
る
。
同
市
庁
舎
で
行
わ
れ
た

会
見
で
同
市
長
は
﹁
金
融
引
き

締
め
は
マ
ス
ト
で
あ
る
﹂
と
し

﹁
不
況
や
、
医
療
給
付
責
務
、

移
民
急
増
の
非
常
事
態
、
税
収

の
急
落
、
未
解
決
の
労
働
組
合

と
の
労
働
協
約
を
含
む
財
政
的

課
題
に
お
い
て
、
最
悪
な
状
況

に
差
し
迫
っ
て
い
る
。
支
出
を

増
や
し
て
市
民
の
財
政
支
援
を

拡
大
す
る
な
ど
、
も
っ
と
違
う

や
り
方
が
あ
る
と
い
う
意
見
が

あ
る
の
は
知
っ
て
い
る
が
、
安

定
し
た
道
を
築
く
と
い
う
市
長

と
し
て
の
責
任
が
あ
り
、
統
制

さ
れ
効
率
的
な
予
算
に
は
安
全

性
が
あ
る
﹂
と
話
し
た
。
 

　

エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ア
ダ
ム
ス

同
市
議
会
議
長
と
ジ
ャ
ス
テ
ィ

ン
・
ブ
ラ
ナ
ン
同
財
政
委
員
会

長
は
﹁
Ｎ
Ｙ
市
議
会
と
し
て

は
、
図
書
館
運
営
予
算
の
２
億

ド
ル
減
の
ほ
か
Ｎ
Ｙ
市
立
大
学

︵
Ｃ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
︶、
社
会
福
祉
事

業
、
就
学
前
教
育
、
そ
の
ほ
か

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
不
可
欠
な

事
業
の
予
算
削
減
は
賛
同
で
き

な
い
﹂
と
伝
え
て
い
る
。

　

同
市
教
育
局
の
予
算
案
が
昨

年
1
月
の
１
４
４
億
ド
ル
か
ら

１
４
０
億
ド
ル
に
削
減
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
同
市
当
局
は
﹁
連

邦
助
成
金
は
含
ま
れ
て
い
な
い

た
め
﹂
と
説
明
し
て
い
る
。
ま

た
Ｎ
Ｙ
市
警
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
の

予
算
51
億
ド
ル
が
、
ほ
か
の
政

府
機
関
の
よ
う
に
削
減
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
警
察

官
の
維
持
に
影
響
し
、﹁
市
民

の
安
全
は
犠
牲
に
で
き
な
い
﹂

と
し
て
い
る
。
 

図
書
館
、
教
育
も
削
減
対
象

Ｎ
Ｙ
市
の
予
算
案
に
待
っ
た

　

Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
は
20
日

︵
金
︶
午
後
８
時
か
ら
、﹁
同
性

婚
訴
訟
の
最
前
線
〜
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
対
応
が
も
た
ら
す
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
影
響
﹂
と
題
し
た
第
86
回

月
例
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開

催
す
る
。
米
国
で
は
２
０
１
５

年
に
連
邦
最
高
裁
に
よ
り
同
性

婚
が
認
め
ら
れ
、
日
本
で
も
19

年
に
同
性
婚
訴
訟
が
提
訴
さ
れ

る
な
ど
、
こ
の
10
年
弱
の
間
に

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
め
ぐ
る
世
の
中

の
動
き
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
当
日
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
め

ぐ
る
問
題
に
詳
し
い
佐
藤
樹
弁

護
士
と
山
本
大
輔
弁
護
士
が
プ

レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て
、
企
業
が

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
の
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
べ
き
か
を
、
日
本
と

ア
メ
リ
カ
の
実
例
を
ふ
ま
え
つ

つ
解
説
す
る
。
公
演
後
、
交
流

会
も
行
わ
れ
る
︵
希
望
者
の

み
︶。
定
員
は
先
着
１
０
０
人
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
。
登
録
・
詳
細
はhttps://

u
s

0
2

w
e

b
.zo

o
m

.u
s

/
m

eeting/register/tZw
pd

O
uhrT

oqE
tN

4R
iB

SkJE
P

M
9lH

D
V

13aB
D

u

か
ら
。

Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
月
例
会

同
性
婚
訴
訟
の
最
前
線

　

２
０
２
２
年
を
振
り
返
る
と

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
は

続
い
て
い
る
が
、
人
々
の
社
会

経
済
活
動
が
再
活
性
化
し
て
正

常
化
に
向
け
て
大
き
く
動
き
出

し
た
年
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
て
き

た
イ
ベ
ン
ト
も
次
々
と
対
面
で

の
開
催
に
な
っ
て
き
た
。
Ｎ
Ｙ

の
街
に
は
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き

た
。
史
上
初
の
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ

ー
ド
が
５
月
に
開
催
さ
れ
、
米

国
か
ら
の
野
球
伝
来
１
５
０
周

年
を
記
念
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
日

米
交
流
も
盛
況
で
、
秋
に
は
対

在NY日本総領事館主催
N Y日本商工会議所（JCCI)・日本クラブ

NY日系人会（JAA)　３団体共催

令和５年

新年賀詞名刺交換会
式次第

１月13日正午〜午後１時45分（於）日本クラブ

11:30 開会挨拶
 前田正明JCCI・日本クラブ事務所長
12:00 君が代斉唱
12:05 主催者挨拶　森美樹夫大使
12:15 共催団体代表挨拶
 上野佐有NY日商会頭
 和田知徳日本クラブ会長
 佐藤貢司NY日系人会会長
12:30 鏡開き・乾杯
12:40 祝い肴と歓談
1:45 閉会

面
で
国
連
総
会
が
開
催
さ
れ
て

岸
田
文
雄
夫
妻
の
３
年
ぶ
り
の

訪
問
で
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
邦
人

と
の
交
流
を
深
め
た
。

　

今
は
、
水
際
措
置
の
撤
廃
、

緩
和
を
受
け
て
日
米
間
で
は
よ

り
多
く
の
人
が
往
来
を
再
開
し

て
交
流
の
機
会
が
格
段
に
増
え

て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
中
で
、
日
本
政
府
、
総
領

事
館
と
し
て
は
引
き
続
き
在
留

邦
人
、
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

日
本
企
業
へ
の
支
援
さ
ら
に

は
、
日
本
文
化
発
信
の
た
め
に

最
善
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
主
催
︵
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
、
日
本
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｙ
日
系

人
会
共
催
︶
に
よ
る
新
年
賀
詞
名
刺
交
換
会
が
13
日
昼
、
日
本
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、
１
２
０

人
が
参
加
し
た
。
君
が
代
斉
唱
の
あ
と
、
主
催
者
を
代
表
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
美

樹
夫
大
使
、
続
い
て
共
催
団
体
の
代
表
と
し
て
上
野
佐
有
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
、
和
田

知
徳
日
本
ク
ラ
ブ
会
長
、
佐
藤
貢
司
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
年
頭
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

４
氏
に
よ
る
鏡
開
き
の
後
、
全
員
で
乾
杯
し
、
来
場
者
た
ち
は
日
本
ク
ラ
ブ
の
祝
い
肴
と
お
雑

煮
を
振
舞
わ
れ
て
新
年
の
歓
談
を
楽
し
ん
だ
。
代
表
者
の
挨
拶
の
要
旨
次
の
通
り
。

令
和
５
年
新
年
賀
詞
名
刺
交
換
会
開
催

在
留
邦
人
の
安
心
安
全
に
役
立
つ　
　

　

森
美
樹
夫
Ｎ
Ｙ
総
領
事
・
大
使

在
留
邦
人
の
安
心
安
全
の
役

に
立
て
る
よ
う
治
安
、
安
全

対
策
に
対
す
る
情
報
を
積
極

的
に
発
信
し
て
い
く
。
日
本
の

ビ
ジ
ネ
ス
、
文
化
な
ど
を
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
民
、
Ｎ
Ｙ
州
政

府
、
市
当
局
に
伝
え
て
い
く
た

め
の
働
き
か
け
を
引
き
続
き

強
力
に
行
っ
て
い
く
。
さ
ら
に

は
、
い
ま
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
が
ど
う
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
日
本
は
ど

う
い
う
ふ
う
に
見
ら
れ
て
い

る
の
か
、
日
本
の
立
ち
位
置

は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
在

留
邦
人
が
ど
う
い
う
苦
労
を
し

て
、
あ
る
い
は
ど
う
い
う
思
い

で
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る
の
か

と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
東
京

の
日
本
政
府
、
さ
ら
に
は
日
本

の
官
民
に
伝
え
て
い
く
役
割
を

担
っ
て
い
き
た
い
。
今
年
２
回

目
と
な
る
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

が
５
月
13
日
に
開
催
さ
れ
る

が
、
２
回
目
を
さ
ら
に
実
り
の

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
日
系

社
会
の
皆
様
に
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

Ｎ
Ｙ
合
気
会
の
山
田
会
長
死
去

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZwpdOuhrToqEtN4RiBSkJEPM9lHDV13aBDu
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不
確
実
性
の
時
代
こ
そ

日
米
の
役
割
大
き
い　
　

　
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
︶

上
野
佐
有
会
頭

好
転
す
る
飛
躍
の
年
に
し
た
い　
　

日
本
ク
ラ
ブ 

和
田
知
徳
会
長

２
０
２
３
年
は
挑
戦
の
年
に　
　

　
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会 

佐
藤
貢
司
会
長

　

ア
メ
リ
カ
の
金
融
政
策
が
大

き
く
動
き
、
国
際
秩
序
も
含
め

て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
が

環
境
に
と
っ
て
も
大
変
な
１
年

だ
っ
た
。
10
年
く
ら
い
前
か
ら

不
確
実
性
の
時
代
と
言
わ
れ
て

き
た
が
今
ま
さ
に
昨
年
は
新
し

い
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
１
年
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
分
で

は
感
じ
て
い
る
。
昨
年
Ｊ
Ｃ
Ｃ

Ｉ
は
創
立
90
周
年
を
迎
え
た
。

７
月
に
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
な
感

染
拡
大
が
３
年
を
経
て
ワ
ク
チ

ン
の
浸
透
と
共
に
状
況
は
落

ち
着
い
て
き
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
３
年
間
で
生
活
、
仕

事
、
社
会
も
大
き
く
変
化
し
た

が
本
格
的
な
日
常
生
活
に
向
け

て
ど
ん
ど
ん
加
速
し
て
い
る
。

昨
年
Ｎ
Ｙ
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
公

共
交
通
機
関
で
マ
ス
ク
適
用
と

な
っ
た
が
そ
れ
も
撤
廃
さ
れ
て

い
て
、
い
よ
い
よ
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
の
生
活
に
確
実
に
入
っ
た
感

が
あ
る
。
世
界
に
目
を
向
け
る

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
勃

発
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
と
の
関

係
悪
化
と
い
う
地
政
学
的
リ
ス

ク
が
か
な
り
顕
在
化
し
た
年
で

　

２
０
２
３
年
は
卯
年
で
世
界

が
挑
戦
す
る
年
で
す
。
今
日
は

岸
田
首
相
と
バ
イ
デ
ン
大
統
領

が
日
米
首
脳
会
談
を
し
て
い
ま

す
。
１
９
０
７
年
に
創
設
さ
れ

た
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
に
と
っ
て
も

昨
年
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
年

で
し
た
。
活
動
は
、
教
育
、
文

化
、
地
域
社
会
を
柱
に
行
っ
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
１
０
０

人
以
上
の
シ
ニ
ア
が
参
加
し
た

Ｊ
Ａ
Ａ
の
シ
ニ
ア
の
昼
食
会
・

敬
老
会
も
、
春
ご
ろ
か
ら
は
、

約
60
人
の
72
歳
か
ら
１
０
０
歳

ま
で
の
シ
ニ
ア
が
Ｊ
Ａ
Ａ
ホ
ー

ル
に
集
っ
て
会
食
、
他
50
人
〜

60
人
に
は
デ
リ
バ
リ
ー
や
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
な
ど
で
、
お
弁
当
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
シ

ニ
ア
た
ち
は
、
久
し
ぶ
り
に
会

え
て
と
て
も
幸
せ
そ
う
で
し

た
。
昨
年
は
１
０
０
歳
を
祝

う
方
も
い
ま
し
た
。
３
月
の

３
・
11
と
９
月
の
９
・
11
の
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事

館
と
共
催
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
等
の
企
業
と
共
同

で
日
本
食
を
集
め
、
市
内
の
フ

ー
ド
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
寄
付
、 

ホ
ー
ム
レ
ス

シ
ェ
ル
タ
ー
の
配
膳
や
飢
餓

を
終
わ
ら
せ
る
た
め
のM

eal 
Packing 

が
行
わ
れ
、
私
も

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
収
益
金
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
復
興

支
援
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
８
月
に
は
冨
田
駐
米
大

使
、
森
総
領
事
と
共
に
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長
と
会

談
、
11
月
に
は
３
年
ぶ
り
の
イ

ン
パ
ー
ソ
ン
で
第
38
回
の
Ｊ
Ｃ

Ｃ
Ｉ
ア
ニ
ュ
ア
ル
デ
ィ
ナ
ー
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
新

し
く
迎
え
た
２
０
２
３
年
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ベ
ー
ス
で
の
大
き

な
環
境
変
化
が
我
々
に
と
っ
て

新
し
い
機
会
に
な
り
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

自
分
で
は
確
信
し
て
い
る
。
気

候
変
動
と
か
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
強
靭
化
と
い
う
国
際
社
会

が
直
面
す
る
新
た
な
課
題
に
日

米
両
国
が
果
た
す
役
割
は
非
常

に
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
不
確

実
性
の
時
代
に
こ
そ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
日
米
両

国
の
良
好
な
関
係
構
築
に
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

は
な
か
っ
た
か
。
世
界
的
に
は

経
済
面
で
各
国
が
金
融
引
き
締

め
政
策
を
と
っ
て
い
る
中
で
、

世
界
経
済
は
若
干
減
速
気
味
で

は
あ
る
。
そ
う
い
う
環
境
の
中

で
我
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
は

な
く
、
日
々
の
生
活
に
も
少
し

ず
つ
影
響
が
出
て
い
る
の
か
と

思
う
。
先
行
き
は
見
通
し
が
つ

か
ず
予
断
は
許
さ
な
い
状
況
だ

が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
向
け
て
今

年
は
さ
ら
に
前
進
で
き
る
年
に

し
て
い
き
た
い
。
日
本
ク
ラ
ブ

で
は
医
療
従
事
者
と
警
察
な
ど

フ
ロ
ン
ト
ワ
ー
カ
ー
の
人
た
ち

の
仕
事
の
支
援
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
弁
当
を
提
供
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
、
昨
年
３

年
目
を
迎
え
、
昨
年
末
ま
で
に

１
万
６
１
９
８
個
の
日
本
食
の

弁
当
を
届
け
た
。
昨
年
は
野
球

大
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
日
本
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
の
ア
ー
ト
展
な
ど

イ
ン
パ
ー
ソ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
も

展
開
し
、
日
本
ク
ラ
ブ
本
来
の

M
eal Packing 

の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
大
切
さ
と
充
実
感
を
感
じ

ま
し
た
。
４
月
30
日
に
は
フ
ラ

ッ
シ
ン
グ
メ
ド
ウ
コ
ロ
ナ
パ
ー

ク
で
桜
祭
り
、５
月
の
美
術
展
、

５
月
30
日
の
マ
ウ
ン
ト
オ
リ
ベ

ッ
ト
日
本
人
墓
地
で
１
９
１
２

年
か
ら
続
く
日
本
人
先
駆
者
へ

の
墓
参
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
最
後
の
大
き
な

行
事
は
、
12
月
12
日
に
ハ
ー
バ

ー
ド
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た

１
１
５
周
年
記
念
晩
餐
会
で
し

た
。
１
７
０
人
が
集
ま
る
盛
大

な
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系

人
会
会
長
と
し
て
在
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
、
在
米

日
本
企
業
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会

議
所
、
日
本
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
支
援

に
対
し
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

︵
ス
ピ
ー
チ
は
英
語
で
行
っ
た
︶

大
き
な
目
的
で
あ
る
会
員
同
士

の
交
流
の
場
と
し
て
の
賑
わ
い

を
復
活
し
て
き
た
。
ス
ポ
ー

ツ
、
食
、
カ
ル
チ
ャ
ー
、
ア
ー

ト
を
通
じ
、
会
員
の
親
睦
を
深

め
、
Ｎ
Ｙ
地
域
社
会
と
の
交
流

の
場
と
し
て
日
米
交
流
の
親
交

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。
卯
年

は
跳
ね
る
、
新
し
い
こ
と
を
始

め
る
に
は
縁
起
が
よ
く
希
望
が

溢
れ
、
景
気
回
復
、
好
転
す
る

飛
躍
の
年
に
し
た
い
。

新年を祝い鏡開きをする左から和田日本クラブ会長、上野 JCCI 会頭、森大使、佐藤 JAA 会長

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
局
は

12
日
、
２
０
２
１
年
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
に
お
け
る
薬
物
の
過

剰
摂
取
に
よ
る
死
亡
者
数
に

つ
い
て
の
暫
定
デ
ー
タ
を
発

表
、
死
者
は
２
０
２
０
年
の

２
１
０
３
人
か
ら
５
６
５
人
増

え
、
２
６
６
８
人
だ
っ
た
。
死

者
数
は
２
０
２
０
年
に
比
べ
27

％
増
、
２
０
１
９
年
︵
死
者

１
４
９
７
人
︶
に
比
べ
る
と
78

％
増
と
明
ら
か
に
増
加
傾
向
に

あ
る
。
原
因
と
な
っ
た
薬
物
は

合
成
オ
ピ
オ
イ
ド
の
フ
ェ
ン
タ

ニ
ル
が
80
％
を
占
め
、
５
年
連

続
で
１
位
だ
っ
た
。

　

過
剰
摂
取
死
は
10
万
人
あ
た

り
39
・
４
人
と
な
る
が
、
年

齢
、
人
種
、
貧
困
レ
ベ
ル
、
居

住
地
域
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
違

い
が
見
ら
れ
た
。
黒
人
は
死
亡

率
が
も
っ
と
も
高
く
10
万
人
あ

た
り
53
・
５
人
で
、
居
住
区
で

は
ブ
ロ
ン
ク
ス
が
も
っ
と
も
高

く
10
万
人
あ
た
り
70
・
７
人
。

薬
物
の
過
剰
摂
取
死
亡

Ｎ
Ｙ
市
２
年
で
78
％
増

　

合
気
道
八
段
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
合
気
会
会
長
の
山
田
嘉
光
氏

が
15
日
午
前
９
時
25
分
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ

イ
病
院
で
心
不
全
の
た
め
亡
く

な
っ
た
。
享
年
84
歳
だ
っ
た
。

東
京
都
出
身
。
叔
父
は
合
気
道

師
範
の
阿
部
正
で
、
そ
の
影

響
に
よ
り
合
気
道
を
始
め
る
。

１
９
５
５
年
、
合
気
会
本
部
入

門
と
同
時
に
内
弟
子
と
な
り
、

主
に
道
主
植
芝
吉
祥
丸
、
大
澤

喜
三
郎
、
藤
平
光
一
師
範
に
師

事
す
る
。
66
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
渡
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
合
気

会
会
長
就
任
。

　

合
気
会
本
部
道
場
入
門
当

時
、
英
語
が
堪
能
で
あ
り
主
に

日
本
国
内
の
米
軍
基
地
へ
の
指

導
を
担
当
し
て
い
た
。
ア
メ
リ

カ
大
陸
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
世
界
の
国
々
で
講
習

会
に
招
か
れ
、
ア
メ
リ
カ
本
土

だ
け
で
は
な
く
優
れ
た
外
国
人

弟
子
を
持
ち
、
世
界
に
合
気
道

を
広
め
た
一
人
。

Ｎ
Ｙ
合
気
会
の
山
田
会
長
死
去

世
界
に
合
気
道
を
広
め
た
一
人

https://www.maxjob.com/
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こ
ん
に
ち
は
！
理
学
療
法
士

の
須
賀
で
す
！
自
律
神
経
の
問

題
、
最
近
は
よ
く
耳
に
し
ま

す
ね
。
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵https://w

w
w

.
e-healthnet.m

hlw
.go.jp/

inform
ation/dictionary

/
heart/yk-082.htm

l

︶
で
は
、

自
律
神
経
失
調
症
は
ス
ト
レ
ス

が
一
因
と
な
っ
て
発
生
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
律
神

経
は
、
交
感
神
経
と
副
交
感
神

経
に
分
か
れ
、
交
感
神
経
は
活

発
に
動
く
時
に
、
副
交
感
神
経

は
ゆ
っ
た
り
と
休
む
と
き
に
働

き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
調
節
が
乱

れ
る
と
疲
労
感
、
だ
る
さ
、
眠

れ
な
い
、
頭
痛
、
動
悸
や
息
切

れ
、
め
ま
い
、
の
ぼ
せ
、
立
ち

く
ら
み
、
下
痢
や
便
秘
、
冷
え

性
、
情
緒
不
安
定
、
イ
ラ
イ
ラ

や
不
安
感
、
う
つ
な
ど
の
症
状

が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
律
神
経
の
調

節
不
全
は
多
岐
に
渡
る
症
状
を

引
き
起
こ
し
、
難
治
性
の
何
か

の
病
気
で
は
？
と
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

一
般
的
に
は
、
規
則
正
し
い

生
活
を
送
る
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
時
間
を
作
る
、
更
年
期
障
害

に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
ホ
ル
モ

ン
療
法
、
な
ど
が
手
段
と
し
て

考
え
ら
れ
ま
す
。
私
の
担
当
し

て
い
る
患
者
さ
ん
の
中
に
は
気

温
の
変
化
な
ど
の
環
境
の
変
化

に
大
き
く
影
響
さ
れ
、
上
記
の

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
起

こ
る
方
が
い
ま
す
。そ
の
場
合
、

皮
膚
や
皮
膚
の
少
し
下
に
あ
る

浅
い
と
こ
ろ
の
筋
膜
が
硬
く
な

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
を
よ
く
経
験

し
ま
す
。
そ
の
浅
筋
膜
と
い
う

と
こ
ろ
に
は
、
た
く
さ
ん
の
自

律
神
経
の
セ
ン
サ
ー
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
部

分
を
し
っ
か
り
と
ほ
ぐ
し
て
い

く
と
徐
々
に
温
度
の
変
化
な
ど

の
環
境
の
変
化
に
過
敏
に
反
応

し
て
し
ま
う
状
態
が
、
快
方
に

向
か
う
こ
と
を
経
験
し
ま
す
。

心
理
的
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
す
る
方

法
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
行
わ
れ

ま
す
が
、
実
は
な
か
な
か
そ
れ

を
実
践
す
る
こ
と
は
難
し
い
場

合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

筋
膜
と
自
律
神
経

11

ピ
ッ
ク
や
日
本
理
学
療
法
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
成
に
も
携
わ
っ

た
セ
ラ
ピ
ス
ト
。
世
界
初
で

Fascial Manipulation ®

の
認
定
を
取
得
し
た
筋
膜

の
専
門
家
。専
門
は
筋
膜
、

め
ま
い
、
整
形
外
科
全
般

と
ス
ポ
ー
ツ
。

っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、
ま
ず
は
自

律
神
経
に
関
わ
る
情
報
を
得
る

た
め
の
セ
ン
サ
ー
が
た
く
さ
ん

あ
る
皮
膚
や
そ
の
下
の
浅
筋
膜

を
動
か
し
て
い
く
こ
と
で
、
具

体
的
な
改
善
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
出
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
硬
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
皮
膚
や
筋
膜
を
整
え
て
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
多
様
な
症
状

が
出
て
し
ま
っ
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
と
い
っ
た
自
律
神
経
の

症
状
改
善
へ
の
一
歩
と
な
り
ま

す
。
も
し
自
律
神
経
失
調
症
状

か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
、
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
が
入
り
混
じ
っ
て

困
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
言

う
場
合
は
ぜ
ひ
一
度
私
た
ち
に

ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い

で
す
。

■Dr. Kohei Suga

︵
須
賀

康
平
︶、
Ｐ
Ｔ
、
Ｄ
Ｐ
Ｔ
、
Ｃ

Ｆ
Ｍ
Ｓ

  

日
米
で
の
臨
床
経
験
を
持

ち
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

米
国
外
に
滞
在
し
た
場
合
の

米
国
年
金
受
給
へ
の
影
響

　

正
し
い
情
報
が
伝
わ
ら
ず
、

米
国
年
金
受
給
者
の
方
が
困
惑

さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る

﹁
米
国
外
に
滞
在
し
た
場
合
の

米
国
年
金
受
給
へ
の
影
響
﹂
に

つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
︵
２
０
２
２
年
８
月
︶

米
国
か
ら
日
本
に
帰
国
さ
れ
た

米
国
年
金
受
給
者
の
方
か
ら
、

米
国
年
金
の
支
給
が
突
然
中
断

さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ａ
か
ら
の
レ
タ
ー

に
よ
る
とU

S.C
itizen

で
な

い
こ
と
と
又
、
６
か
月
以
上
米

国
を
離
れ
た
こ
と
が
中
断
の
理

由
で
す
。

　

実
は
こ
れ
ま
で
に
問
い
合
わ

せ
が
多
い
相
談
の
一
つ
が
、
日

本
帰
国
に
際
し
米
国
年
金
が
引

き
続
き
支
給
さ
れ
る
か
ど
う
か

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

︵
Ｓ
Ｓ
︶
オ
フ
ィ
ス
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
﹁U

S.C
itizen

で
な
い
受
給
者
が
６
か
月
以
上

米
国
を
離
れ
る
と
支
給
を
中
断

さ
れ
る
﹂
と
の
回
答
で
あ
っ
た

が
本
当
か
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
Ｓ
Ｓ
オ
フ
ィ
ス
の

回
答
は
間
違
い
で
す
。
残
念
な

が
ら
こ
の
様
な
Ｓ
Ｓ
オ
フ
ィ
ス

の
い
い
加
減
な
対
応
は
、
全
米

に
及
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
、
し

か
も
、
か
な
り
以
前
か
ら
現
在

ま
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

米
国
年
金
の
受
給
資
格
を
維
持

す
る
た
め
仕
方
な
く
米
国
籍
を

取
得
さ
れ
た
方
が
少
な
か
ら
ず

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
現
在
も

年
金
の
た
め
に
米
国
籍
を
取
得

し
て
し
ま
っ
た
と
残
念
が
る
方

が
引
き
続
き
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
様
な
Ｓ
Ｓ
オ
フ
ィ
ス
の

対
応
が
継
続
さ
れ
る
状
況
下
、

今
回
そ
の
懸
念
が
現
実
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
た
次
第
で
す
。

　

何
故
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生

じ
て
し
ま
う
の
か
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
す
。
米
国
Ｓ
Ｓ
Ａ

︵
米
国
社
会
保
障
庁
︶
は
米
国

外
滞
在
者
に
対
す
る
米
国
年
金

の
支
払
い
に
つ
い
て{E

N
-05-

10137 - Y
our Paym

ents 
W

hile Y
ou are O

utside 
the U

nited States(June 
2020) (ssa.gov)} 

次
の
様
に

説
明
し
て
い
ま
す
。　

︵
１
︶
米
国
籍
者
の
場
合
、
受

給
資
格
さ
え
あ
れ
ば
米
国
外
に

滞
在
し
て
い
て
も
米
国
年
金
を

支
払
い
ま
す
︵
つ
ま
り
原
則
、

米
国
籍
で
な
い
と
年
金
は
支
給

さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
︶。

但
し
、
あ
な
た
が
次
の
国
の
国

民
で
あ
る
な
ら
、
米
国
外
に
ど

れ
だ
け
滞
在
し
よ
う
と
、
受
給

資
格
さ
え
あ
れ
ば
米
国
年
金
は

引
き
続
き
支
払
わ
れ
ま
す
。︵
例

外
国
︶
日
本
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

等

21
か
国　

E
N

-05-10137

の
5
ペ
ー
ジ
３
を
参
照
。

︵
２
︶
あ
な
た
が
米
国
籍
者
で

な
く
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
等
77

か
国
の
国
民
で
あ
る
場
合
、
６

か
月
以
上
米
国
外
に
滞
在
し

た
場
合
、
次
の
例
外
国
を
除

き
、
米
国
年
金
の
支
払
い
は
米

国
を
離
れ
た
６
か
月
後
に
ス
ト

ッ
プ
し
ま
す
。︵
例
外
国
︶
現

在
、
米
国
が
社
会
保
障
協
定

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（35）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
更

な
る
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。

　

Ｌ
さ
ん
は
週
に
数
回
ジ
ム
に

通
い
食
事
に
も
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。
週
末
も
友
人
た
ち
と
出

か
け
ま
す
が
夜
更
か
し
を
し
な

い
早
寝
早
起
き
の
公
私
と
も
に

認
め
る
﹁
健
康
オ
タ
ク
﹂。

　

将
来
を
見
据
え
た
恋
愛
関
係

を
考
え
る
時
、
理
想
は
や
は
り

健
康
意
識
を
持
つ
人
。
で
す
が

相
手
の
意
識
が
自
分
よ
り
高
く

て
幻
滅
さ
れ
た
ら
…
体
型
が
崩

れ
て
見
捨
て
ら
れ
た
ら
…
と
の

不
安
か
ら
躊
躇
い
が
ち
。

　

小
・
中
学
校
を
通
し
て
学
業

や
課
外
活
動
で
活
躍
し
た
Ｌ
さ

ん
は
、
ど
の
親
御
さ
ん
に
と
っ

て
も
我
が
子
へ
の
理
想
で
し

た
。
け
れ
ど
同
様
に
優
秀
な
生

徒
が
集
ま
る
高
校
に
進
学
す
る

と
必
然
的
に
Ｌ
さ
ん
も
平
均
的

な
生
徒
。

　

困
惑
し
て
自
信
を
失
い
か
け

た
頃
、
常
に
肯
定
し
支
え
て
く

れ
て
い
た
父
親
が
突
然
他
界
。

自
分
へ
の
失
望
が
誘
因
に
な
っ

た
と
信
じ
る
よ
う
に
な
り
強
い

承
認
欲
求
に
囚
わ
れ
始
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
自
分
が
誰
だ

か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
訴
え

ま
す
。

　

グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
を
通
し
て

父
親
の
他
界
は
Ｌ
さ
ん
と
無
関

係
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し

た
。
ま
た
、
自
己
肯
定
は
内
面

か
ら
育
ま
れ
る
事
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　

現
在
の
悩
み
は
認
知
の
歪
み

に
起
因
し
て
い
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
状
況
を
客
観
視
で
き
る

良
い
意
味
で
の
第
三
者
で
あ
る

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
一
度
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

︵
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理

療

法

士
、LC

SW
,C

A
SA

C

保
持
︶

承
認
欲
求

を
締
結
し
て
い
る
日
本
、
フ

ラ
ン
ス
等
21
か
国
の
居
住
者

︵R
esidents

︶
で
あ
る
場
合
。　

E
N

-05-10137

の
8
ペ
ー
ジ

６
と
10
、
11
ペ
ー
ジ
に
協
定
締

結
国
の
リ
ス
ト
を
参
照
。
以
上

か
ら
、
日
本
国
籍
者
は
日
本
に

住
ん
で
い
て
も
米
国
年
金
の
受

給
資
格
さ
え
あ
れ
ば
、
米
国
年

金
を
受
給
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

老
後
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る

年
金
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
正

し
い
理
解
の
も
と
に
対
応
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

https://www.funcphysio.com/dr-kohei-suga/?lang=ja

https://www.takenakapartners.com/
https://www.hondag.com
https://www.momotaro-manhattan.com/
http://www.yamagatadental.net/
http://www.nykoshin.com
mailto:info@tsutech.com
https://www
https://www
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
https://www.funcphysio.com/dr-kohei-suga/?lang=ja
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給
与
開
示
透
明
性
︵P

a
y

　

T
ra

n
sp

a
re

n
c
y

︶
は

な
ぜ
法
令
化
さ
れ
た
の
か
？

クイック USA

120

　

皆
様
す
で
に
ご
存
知
で
あ
る

方
も
多
い
と
察
し
ま
す
が
、
昨

年
お
よ
び
今
年
と
表
題
に
掲
げ

ま
し
た
、
給
与
開
示
透
明
法

︵Pay T
ransparency A

ct
︶

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　Prisoner Swap という言葉が、昨年 12 月のニュース面を賑わしました。Prisoner は囚人、Swap は
交換すること。ロシアへの空路入国時に少量の大麻を所有しているのが見つかり、9 年の禁固刑を言い
渡されたアメリカ女子バスケットボール・スター Griner 選手が、二国間交渉の後、囚人交換という形
で帰国しました。ロシアが求めた交換の相手は、殺人などの容疑で、米国の刑務所で 25 年の刑に服し
ていた武器商人 Bout 氏でした。　

　今回のような Prisoner Swap は、戦争捕虜（Prisoner of War 略して POW) の交換とは、性格が異なります。（ロシアと
ウクライナの間でも POW の交換をしている。）戦争に関係のない民間人の囚人同士を交換するのは、超法規的な特別措置で、
日本がこの種の Prisoner Swap をした事例は聞いたことがありません。
　囚人交換で自国民を取り戻すという手法については、アメリカでも議論があります。 懸念されるのは、罪のないアメリ
カ人が交渉材料（Bargaining Chip) として外国に捕まり拘束される可能性です。現実に非友好国が、４０人以上の米国人を
Hostage-taking( 人質として拘束）していると言われ、中国、ロシア、シリア、イラン、ベネズエラなどが名指しされています。
　バイデン政権は今回の囚人交換で、Griner さんと共に、反スパイ法違反としてロシアに収監されている元海兵隊でビジネ
スマンの Paul Whelan 氏の解放も強く求めました。しかし、ロシアはそれを認めず、アメリカ国民の怒り・失望が広がっ
ています。Prisoner Swap は、2023 年も米外交の大きな焦点の一つとなるでしょう。

 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Prisoner Swap  囚人交換 米 語
Watch

 【242】

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
い

っ
た
い
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

法
律
が
い
く
つ
か
の
州
で
施
行

と
な
る
の
か
、
そ
の
理
由
が
お

分
か
り
に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
だ
け
を
聞
い
た
だ
け

で
は
お
そ
ら
く
多
く
の
皆
様
、

と
り
わ
け
企
業
の
管
理
側
に
つ

く
方
々
に
と
っ
て
は
釈
然
と
し

な
い
、
落
ち
着
か
な
い
気
持
ち

を
抱
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｎ
Ｙ
市
で
は
昨
年
の
5
月
に

本
法
の
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
当
初
反
対
意
見

が
予
期
せ
ぬ
ほ
ど
多
か
っ
た
た

め
6
か
月
の
延
期
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
昨
年
11
月
か
ら
の
施
行

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
反
対
意

見
と
い
う
の
は
、
募
集
を
か
け

る
際
に
給
与
レ
ン
ジ
を
開
示
し

た
の
な
ら
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス

や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
大

手
一
流
企
業
や
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ

シ
ュ
さ
れ
た
老
舗
企
業
と
の
給

与
レ
ン
ジ
の
乖
離
が
白
日
の
も

と
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
中
小
企
業
の
多
く
は
さ
ら

に
求
人
募
集
を
す
る
上
で
不
利

な
状
況
を
い
や
が
う
え
に
も
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

理
由
か
ら
の
も
の
で
し
た
。
確

か
に
給
与
調
査
を
行
っ
て
み
て

も
大
企
業
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
給
与
レ
ン
ジ
は
高
く
な
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
は
衆
目
の
一

致
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
反
対
理
由
は
ま
っ
と

う
で
理
解
し
う
る
も
の
だ
と
申

し
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
6
か
月
の

延
長
期
間
を
経
て
施
行
に
移
さ

れ
た
の
は
、
反
対
理
由
以
上
の

別
の
正
当
な
理
由
が
あ
っ
た
か

ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
正
当
な
理
由
と
は
、

給
与
レ
ン
ジ
を
開
示
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
性
別
や
人

種
、
肌
の
色
、
年
齢
、
出
身
国
、

宗
教
、
障
害
な
ど
に
よ
る
差
別

的
な
差
異
を
設
け
る
こ
と
を
抑

制
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
い
え
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
給
与
レ

ン
ジ
に
お
け
る
差
別
的
差
異
を

解
消
さ
せ
る
方
向
に
企
業
を
向

か
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企

業
内
に
お
け
る
多
様
性
︵
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
︶
を
推
進
さ
せ
る

効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
わ

け
で
す
。
で
は
、
企
業
の
多
様

性
を
推
進
さ
せ
る
こ
と
が
企
業

に
と
っ
て
は
た
し
て
プ
ラ
ス
に

な
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

多
く
の
デ
ー
タ
か
ら
は
、
企

業
の
多
様
性
の
推
進
は
ほ
ぼ
一

貫
し
て
企
業
の
生
産
性
や
売

上
、
そ
し
て
収
益
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
い
ま
ま

で
陽
の
当
ら
な
い
場
所
で
し
か

働
く
機
会
を
得
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た”U

nder-R
epre-

sented Populations”

と

呼
ば
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に

お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
タ
イ

プ
の
人
々
に
対
し
て
、
よ
り
公

正
な
就
業
の
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
お
そ

ら
く
、
本
法
に
お
け
る
最
も
期

待
が
持
て
る
効
用
の
ひ
と
つ
に

数
え
ら
れ
る
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
も
は
や
給
与
開
示
透

明
法
は
、
企
業
の
多
様
性
推
進

に
関
し
て
﹁
待
っ
た
な
し
﹂
を

突
き
つ
け
る
ス
ト
レ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
法
律
な
の
で
は
な
い
か
と

申
し
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

酒
井 

謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

法
科
大
学
院
︵
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
︶
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
毎
年
発

表
し
て
い
る
Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
＆

ワ
ー
ル
ド
レ
ポ
ー
ト
誌
は
２

日
、
ラ
ン
キ
ン
グ
不
参
加
の
大

学
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
審
査
方
法
を
変
え
て
今
春

の
２
０
２
３
〜
24
ラ
ン
キ
ン
グ

を
発
表
す
る
と
各
大
学
院
の
学

部
長
に
書
簡
を
送
っ
た
。

　

書
簡
で
は
、
卒
業
生
が
高
度

な
学
位
を
取
得
し
た
り
、
低
報

酬
の
公
的
機
関
の
仕
事
に
就
く

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
援
助
す

る
学
校
に
よ
り
多
く
の
点
数
を

与
え
る
な
ど
と
し
て
い
る
。
広

報
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
学
生
の

借
金
や
、
学
生
１
人
あ
た
り
の

学
校
の
支
出
の
指
標
は
考
慮
さ

れ
な
く
な
る
と
語
っ
て
い
る
。

　

昨
秋
、
イ
エ
ー
ル
大
学
と
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
の
法
科
大
学
院

が
、
試
験
の
点
数
、
成
績
、
就

職
に
当
て
た
ラ
ン
キ
ン
ン
グ
は

社
会
的
必
要
性
で
は
な
く
得
ら

れ
る
報
酬
に
重
き
が
置
か
れ
て

お
り
、
法
律
関
係
の
公
務
員
の

キ
ャ
リ
ア
を
格
下
げ
し
て
い
る

な
ど
と
し
て
ラ
ン
キ
ン
グ
に
参

加
し
な
い
と
表
明
し
た
。

　

イ
エ
ー
ル
大
法
科
大
学
院
の

学
部
長
は
、
ラ
ン
キ
ン
グ
と
い

う
制
度
は
低
所
得
家
庭
の
学
生

の
進
学
意
欲
を
削
ぎ
、
ま
た
給

料
が
低
い
公
的
機
関
へ
の
就
職

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
価
値
を
下
げ
て
い
る
な
ど
と

批
判
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
法
科
大

学
院
の
学
部
長
は
、
幅
広
い
層

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
︵
本

社

：

シ
カ
ゴ
、
最
高
経
営
責

任
者
・
ス
コ
ッ
ト
・
カ
ー
ビ

ー
︶
は
５
日
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ア

ー
ク
〜
羽
田
路
線
を
週
3
便
体

制
で
開
設
し
た
。
こ
の
路
線
は

２
０
２
０
年
3
月
29
日
よ
り
就

航
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
急
激
な
拡
大
に
よ

り
延
期
さ
れ
、
約
2
年
10
か
月

ぶ
り
で
の
開
設
と
な
っ
た
。

　

羽
田
発
は
毎
週
火
曜
、金
曜
、

日
曜
の
19
時
40
分
に
出
発
し
、

ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
国
際
空
港
に
同

日
18
時
25
分
に
到
着
。
ニ
ュ
ー

ア
ー
ク
発
は
毎
週
月
曜
、木
曜
、

土
曜
の
13
時
20
分
出
発
、
羽
田

に
翌
日
の
17
時
45
分
に
到
着
す

る
。
同
社
の
日
本
発
米
国
本
土

行
き
路
線
は
1
月
7
日
以
降
、

羽
田
発
3
路
線
、
成
田
発
4
路

線
、
関
西
発
1
路
線
の
合
計
8

路
線
へ
と
拡
大
し
た
。

　

５
日
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
国
際

空
港
に
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
セ

レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、
ゲ
ー
ト
で

ス
タ
ッ
フ
ら
が
搭
乗
客
を
見
送

り
、
最
初
の
便
が
無
事
に
羽
田

空
港
に
飛
び
立
っ
た
。

法科大学院ランキング
USニューズ＆ワールドレポート誌

ユナイテッド航空

羽田便週3便スタート

が
Ｎ
Ｙ
市
、
Ｃ
Ａ
州
、
Ｗ
Ａ
州
、

Ｃ
Ｏ
州
な
ど
で
す
で
に
施
行
あ

る
い
は
今
年
1
月
1
日
か
ら
の

施
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
企
業
が
求
人
募
集

を
か
け
る
た
め
に
求
人
広
告
を

ジ
ョ
ブ
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
り
リ
ク

ル
ー
タ
ー
に
依
頼
を
出
し
た
り

す
る
際
に
、
給
与
レ
ン
ジ
の
開

示
を
企
業
に
義
務
付
け
る
と
い

うも
の
で
す
。
こ
こ
で
い
う
給
与

レ
ン
ジ
と
い
う
の
は
、
該
当
す

る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
最
低
給
与
額

と
最
大
給
与
額
を
意
味
す
る
も

の
で
、
求
職
者
は
そ
の
レ
ン
ジ

を
予
め
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
法
は
、
現
在
企
業

で
働
い
て
い
る
従
業
員
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
れ
ば
、
当
該

ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
給
与
レ
ン
ジ
を

や
は
り
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
社
内
だ
け
で
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
の
公
募
に
関
し
て
も
同
様

に
開
示
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
給
与

レ
ン
ジ
は
少
な
く
と
も
そ
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
募
集
が
行
わ
れ
て

か
ら
3
年
間
は
記
録
と
し
て
残

か
ら
入
学
者
を
取
る
と
い
う
ハ

ー
バ
ー
ド
大
の
ポ
リ
シ
ー
と
は

合
わ
な
く
、
ま
た
試
験
で
高
得

点
を
取
る
こ
と
に
重
き
が
置
か

れ
て
い
る
こ
と
も
問
題
視
し

た
。
同
様
の
理
由
で
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
、
ジ
ョ
ー

ジ
タ
ウ
ン
大
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

の
各
法
科
大
学
院
も
不
参
加
を

表
明
、
デ
ー
タ
提
出
を
し
な
い

こ
と
を
決
め
た
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
は
１
９
８
７
年

よ
り
毎
年
発
表
さ
れ
て
い
る
。

入
れ
替
わ
り
は
あ
る
も
の
の
上

位
14
校
の
顔
ぶ
れ
は
毎
年
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
。
う
ち
６
校
が
不

参
加
と
い
う
異
常
事
態
に
陥
っ

て
い
る
。
Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
誌
は

公
開
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
使

っ
て
辞
退
し
た
大
学
院
も
掲
載

す
る
と
い
う
。

審
査
方
法
を
変
更

イ
エ
ー
ル
、
ハ
ー
バ
ー
ド
は
不
参
加
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
“AASP スキル”の “S”—
“Self-selective”を育成するには（１）

　

前
回
か
ら
は
﹁
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ
ス

キ
ル
︵
明
確
か
つ
主
張
の
あ
る

自
主
的
発
言
参
加
ス
キ
ル
︶﹂

の
三
つ
目
の
Ｓ
＝
自
発
的
な
発

言(Self-selective)

自
分
か

ら
積
極
的
に
発
言
権
を
取
る
方

法
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
、
そ

し
て
そ
れ
を
ど
う
指
導
す
る
か

に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。
特

に
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

は
、
英
語
と
日
本
語
と
い
う
言

語
的
な
違
い
と
、
西
洋
と
東
洋

の
教
育
様
式
の
違
い
に
言
及
し

ま
し
た
。
米
国
の
ク
ラ
ス
で

は
、
英
語
は
文
の
構
成
上
意
味

が
早
い
段
階
で
理
解
さ
れ
、
次

に
発
言
を
し
た
い
米
国
人
生
徒

は
、
挙
手
な
し
で
前
発
言
者
の

発
言
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
話

し
始
め
た
り
し
て
、
あ
た
か
も

﹁
先
に
し
ゃ
べ
り
始
め
た
者
勝

ち
﹂
と
い
っ
た
状
況
に
な
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
ア
ジ

ア
の
教
育
文
化
で
は
先
生
↓
生

徒
ら
と
い
う
よ
う
に
﹁
知
識
の

一
方
通
行
﹂
が
通
常
で
あ
り
、

生
徒
ら
は
自
分
ら
の
発
言
自
体

が
重
要
と
さ
れ
な
い
文
化
で
育

っ
て
き
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

日
本
で
も
﹁
学
生
ら
の
英
語
で

の
発
言
力
を
高
め
る
﹂
と
い
っ

た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
て
、
こ

れ
を
向
上
す
る
べ
く
文
科
省
の

指
導
要
領
も
今
ま
で
何
度
も
改

定
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
現
在
日
本
の
高

校
生
や
大
学
生
を
教
え
て
い
る

と
、
日
本
語
で
さ
え
も
﹁
み
な

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
冬
休
み

は
ど
う
で
し
た
か
？
﹂
と
軽
い

質
問
を
し
て
も
﹁
し
ー
ん
﹂
と

誰
も
応
え
よ
う
と
せ
ず
、
基
本

的
に
は
昔
と
全
く
変
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

す
。
日
本
有
数
と
名
高
い
大
学

で
も
、
毎
回
最
初
の
授
業
で
教

室
に
入
る
と
、
次
の
よ
う
な
指

導
か
ら
始
め
る
羽
目
に
な
り
ま

す
：
﹁
人
間
の
基
本
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ル
と

し
て
、
誰
か
が
質
問
し
た
ら
あ

な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
﹂
と

聞
く
と
、
生
徒
ら
は
ぼ
そ
ぼ
そ

と﹁
返
答
す
る
？
﹂と
答
え
、﹁
そ

う
、
全
く
そ
の
と
お
り
。
で

は
、
先
生
も
生
徒
も
人
間
ど
う

し
。
そ
の
ル
ー
ル
が
基
本
で
す

化
や
地
域
に
よ
っ
て
国
民
性
、

習
性
や
考
え
方
な
ど
が
染
み
付

い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
変
え

る
の
は
非
常
に
難
し
い
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
は
、
せ
め
て
米
国

留
学
に
渡
る
前
に
、
こ
れ
を
英

語
で
打
ち
破
る
勇
気
、
そ
し
て

自
信
を
持
た
せ
る
よ
う
な
か
な

り
の
訓
練
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
﹁
自

主
性
﹂
が
な
け
れ
ば
﹁
強
制

的
﹂
に
で
も
、
そ
の
行
動
に
慣

れ
さ
せ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
そ
れ

が
基
準
に
変
わ
り
平
気
に
な
っ

て
い
く
と
い
う
環
境
づ
く
り
が

不
可
欠
で
す
。
例
え
ば
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、
も
ち

ろ
ん
座
っ
て
い
る
順
番
ど
お
り

や
挙
手
を
し
て
発
言
さ
せ
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
す
が
、
次
の
段

階
で
は
、
米
国
の
よ
う
に
発
言

し
な
い
と
点
数
が
も
ら
え
な
い

と
い
う
条
件
な
ど
を
つ
け
、
少

し
ず
つ
強
制
的
な
部
分
を
多
く

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
こ
れ
と

同
時
に
﹁
間
違
っ
た
こ
と
を
言

っ
て
も
良
い
。
た
だ
論
理
的
に

理
由
が
説
明
で
き
れ
ば
そ
れ
で

良
い
﹂
と
い
う
よ
う
に
、
正
解

や
不
正
解
が
な
い
こ
と
、
独
創

的
な
ア
イ
デ
ア
は
ボ
ー
ナ
ス
点

を
も
ら
え
る
、
な
ど
評
価
基
準

の
工
夫
を
し
て
み
ま
す
。
要
す

る
に
、
半
ば
強
制
的
で
は
あ
る

一
方
、
間
違
え
よ
う
が
変
わ
っ

た
こ
と
を
言
お
う
が
、
そ
れ
は

全
く
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な

い
と
生
徒
ら
に
信
じ
込
ま
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
生
徒
の
発

言
を
先
生
も
否
定
せ
ず
に
﹁
実

に
お
も
し
ろ
い
観
点
だ
﹂
と
持

っ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
発
言
自

体
を
褒
め
る
こ
と
、
そ
し
て
次

の
段
階
は
ま
る
で
み
ん
な
が
普

通
に
話
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

挙
手
を
せ
ず
、
次
々
に
会
話
の

よ
う
に
発
言
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

か
ら
、
こ
ち
ら
が
質
問
し
た
ら

必
ず
応
え
る
よ
う
に
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。﹂
と
、
何
度
繰
り

返
し
言
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
大
学
に
よ
っ
て
は
面
白
い

こ
と
に
、
あ
た
か
も
身
体
の
向

き
や
座
る
位
置
で
﹁
授
業
中
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
く
な

い
﹂
と
表
示
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
教

室
の
後
ろ
半
分
に
座
っ
て
い
る

の
で
す
。
一
番
前
か
ら
ぎ
っ
し

り
と
座
っ
て
い
る
米
国
の
ク
ラ

ス
と
は
対
照
的
な
の
で
お
か
し

く
な
る
ほ
ど
で
す
。

 　

確
か
に
こ
の
よ
う
な
教
育

文
化
を
元
か
ら
変
え
る
の
は
大

変
困
難
な
こ
と
で
す
。
例
え

ば
以
前
に
も
例
に
出
し
ま
し
た

が
、
日
本
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
は
、
授

業
で
の
使
用
言
語
は
全
て
英
語

な
の
に
、
多
く
の
生
徒
が
日
本

人
両
親
の
も
と
で
日
本
生
ま
れ

日
本
育
ち
な
の
で
、
文
化
は
日

本
人
の
ま
ま
で
身
に
つ
い
て
お

り
、
よ
っ
て
授
業
中
発
言
を
し

な
い
生
徒
が
非
常
に
多
い
の
が

現
状
で
す
。
人
間
は
や
は
り
文

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
︵
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
園
児
児
童
生

徒
数
１
３
８
人
︶
は
７
日
、
中

学
部
合
同
で
の
百
人
一
首
大
会

を
行
っ
た
。
百
人
一
首
は
、
楽

し
み
な
が
ら
古
典
に
親
し
も
う

と
中
学
部
１
年
か
ら
３
年
ま
で

国
語
科
の
授
業
で
学
習
す
る
。

昨
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で

あ
っ
た
が
、
今
年
は
全
学
年
が

体
育
室
に
集
い
大
会
を
開
催
で

き
た
。
生
徒
は
句
を
覚
え
よ
う

と
、
上
の
句
と
下
の
句
を
フ
ラ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
す
る
な
ど
工

夫
し
て
準
備
し
て
き
た
。
生
徒

た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
読
み
手

の
声
に
耳
を
す
ま
せ
、
一
枚
で

も
多
く
の
札
を
取
ろ
う
と
身
を

乗
り
出
し
て
札
を
見
つ
め
、
手

を
伸
ば
し
て
い
た
。
普
段
の
学

習
の
成
果
が
日
本
の
伝
統
文
化

に
結
び
つ
く
素
晴
ら
し
い
機
会

と
な
っ
た
。

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
、
ポ
ー
ト
ワ

シ
ン
ト
ン
校
の
そ
れ
ぞ
れ
に
中

学
部
が
あ
る
。
日
本
の
中
学
生

同
様
に
国
語
で
は
現
代
文
に
加

え
漢
文
、
古
文
も
学
習
し
、
よ

り
深
く
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
生
徒
会
活
動
も

重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
９
日
、

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
新
年

の
行
事
﹁
百
人
一
首
大
会
﹂
を

実
施
し
た
。
今
年
度
は
６
〜
９

年
生
が
一
堂
に
会
し
、
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

児
童
生
徒
た
ち
は
﹁
決
ま
り

字
を
覚
え
て
速
く
札
を
取
れ
る

よ
う
に
し
よ
う
﹂
﹁
こ
の
歌
は

好
き
だ
か
ら
絶
対
に
と
る
﹂
な

ど
ク
ラ
ス
で
協
力
し
て
練
習
し

た
り
、
各
自
で
目
標
を
も
っ
て

繰
り
返
し
練
習
し
て
大
会
に
臨

ん
だ
。

　

大
会
で
は
各
学
年
の
国
語
の

授
業
な
ど
で
行
わ
れ
た
予
選
結

果
を
基
に
﹁
横
綱
﹂
﹁
大
関
﹂

﹁
関
脇
﹂
﹁
小
結
﹂
の
学
年
混
合

９
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
練
習
の

成
果
を
競
い
合
っ
た
。
﹁
ち
は

や
ふ
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田
川

…
﹂
の
一
文
字
目
が
読
ま
れ
る

や
否
や
、
待
っ
て
ま
し
た
と
ば

か
り
に
そ
の
札
に
一
斉
に
と
び

か
か
る
場
面
も
あ
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
ま
た

英
語
科
の
ア
メ
リ
カ
人
教
師
も

読
み
手
と
し
て
参
加
し
、
日
本

の
伝
統
文
化
の
良
さ
、
日
本
語

の
響
き
の
美
し
さ
を
児
童
生
徒

と
と
も
に
共
有
し
た
。
同
じ
競

技
に
真
剣
勝
負
で
臨
み
、
そ
れ

ぞ
れ
の
努
力
を
称
え
あ
う
こ
と

で
、
初
・
中
等
部
の
垣
根
を
越

え
た
素
晴
ら
し
い
交
流
の
機
会

と
な
っ
た
。

白
熱
し
た
百
人
一
首
大
会

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

古
文
の
力

百
人
一
首
で

育
英
サ
タ
デ
ー

tel:9175773969
https://aantcinc.com/
tel:2019438003
https://www.sakagura.com/eastvillage
http://villagewellusa.com
http://kiku-ny.com
tel:2122136069
https://artofhaiku.org/


(9  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2023 年（令和 5 年）1 月 21日（土）

 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI
　

中
国
の
旧
正
月
を
祝
う
﹁
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
︵
Ｌ

Ｉ
Ｃ
︶
ル
ナ
・
ニ
ュ
ー
イ
ヤ

ー
・

セ

レ

ブ

レ

ー

シ

ョ

ン

２
０
２
３
﹂
が
20
日
︵
金
︶
か

ら
２
月
19
日
︵
日
︶
ま
で
、
１

か
月
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ク

イ
ー
ン
ズ
区
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
シ
テ
ィ
の
成
長
著
し
い
ア
ジ

ア
系
ア
メ
リ
カ
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
旧
正
月
を
祝
う
も
の

で
、
写
真
展
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
テ
コ
ン
ド
ー
の
無
料
体
験

ク
ラ
ス
や
期
間
限
定
ギ
フ
ト
セ

ッ
ト
な
ど
、
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
地
元
企

業
や
団
体
、
シ
ョ
ッ
プ
が
、
あ

ら
ゆ
る
年
齢
の
住
民
や
観
光
客

に
楽
し
い
体
験
を
提
供
す
る
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.liclny.com

/

旧
正
月
を
祝
う

Ｌ
Ｉ
Ｃ
で
イ
ベ
ン
ト

　

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国

際
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
敷
地
内
に

あ
る
Ｔ
Ｗ
Ａ
ホ
テ
ル
で
は
、
冬

の
レ
ジ
ャ
ー
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
カ
ー
リ
ン
グ
を
毎
週
土

曜
日
と
日
曜
日
の
午
後
２
時
か

ら
５
時
ま
で
一
般
来
場
者
を
対

象
に
無
料
で
貸
し
出
し
、
体
験

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
予
約
は

不
要
で
先
着
順
。
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
も
日
本
が
大
活
躍
し

た
競
技
を
ト
ラ
イ
し
て
み
て
は

い
か
が
？　

ホ
テ
ル
内
の
売
店

に
は
１
９
６
０
年
代
の
同
航
空

会
社
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
な

ど
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

ＴＷＡホテルで
カーリング楽しむ

土日の午後２時〜５時

　

１
月
11
日
に
脳
腫
瘍
に
よ
り

併
発
し
た
誤
嚥
性
肺
炎
に
よ
り

70
歳
で
亡
く
な
っ
た
イ
エ
ロ

ー
・
マ
ジ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
︵
Ｙ
Ｍ
Ｏ
︶
の
元
メ
ン
バ
ー

で
日
本
を
代
表
す
る
ド
ラ
マ
ー

の
高
橋
幸
宏
︵
た
か
は
し
・
ゆ

き
ひ
ろ
︶
さ
ん
の
訃
報
は
、
音

楽
誌
を
中
心
に
米
国
メ
デ
ィ
ア

も
相
次
い
で
取
り
上
げ
た
。

　

音
楽
誌
ビ
ル
ボ
ー
ド
は
15
日

付
け
で
、
伝
説
の
日
本
の
ド
ラ

マ
ー
で
あ
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｏ
の
共
同

創
設
者
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
キ
ャ
リ
ア
に
、
昨
年
９
月

に
高
橋
さ
ん
の
音
楽
活
動
50
周

年
を
記
念
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
が
病

気
の
た
め
出
演
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
オ
ー
ビ

タ
ル
、
ス
パ
ー
ク
ス
、
エ
ロ
ル
・

ア
ル
カ
ン
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ボ
ー

イ
ズ
、マ
ウ
ス
・
オ
ン
・
マ
ー
ズ
、

８
０
８
ス
テ
ー
ト
な
ど
、
数
多

く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
追
悼
の
意
を
表
し
て

い
る
と
書
い
て
い
る
。

　

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
誌
は

ア
ル
テ
ア
・
レ
ガ
ス
ピ
と
ダ
ニ

エ
ル
・
ク
レ
プ
ス
の
両
記
者
名

で
﹁
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ミ

カ
・
バ
ン
ド
と
メ
タ
フ
ァ
イ
ブ

に
も
所
属
し
て
い
た
影
響
力
の

あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
﹂
と
し

て
、
高
橋
氏
の
音
楽
キ
ャ
リ
ア

に
つ
い
て
詳
細
な
記
事
を
掲
載

し
た
。
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

ミ
カ
・
バ
ン
ド
で
は
１
９
７
５

年
か
ら
76
年
に
か
け
て
ロ
キ
シ

ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
ツ
ア
ー

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
務
め
、
Ｂ

Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
出

演
す
る
な
ど
、
最
初
に
英
国
で

成
功
を
収
め
た
と
し
て
い
る
。

　

１
９
７
８
年
に
坂
本
龍
一
と

細
野
晴
臣
と
の
３
人
で
Ｙ
Ｍ
Ｏ

結
成
。
デ
ビ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
に

収
録
さ
れ
た
シ
ン
グ
ル
﹁
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ゲ
ー
ム
﹂
が
英

国
で
ト
ッ
プ
20
に
入
り
、
米
国

で
も
注
目
さ
れ
る
な
ど
﹁
驚
き

の
世
界
的
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
﹂

と
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
７
９

年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
２
作
目

の
﹁
ソ
リ
ッ
ド
・
ス
テ
イ
ト
・

サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ー
﹂
で
は
ク
リ

ス
・
モ
ス
デ
ル
が
英
語
詞
を
担

当
。
こ
の
作
品
の
成
功
に
よ
っ

て
Ｙ
Ｍ
Ｏ
は
米
国
の
テ
レ
ビ

﹁
ソ
ウ
ル
・
ト
レ
イ
ン
﹂
に
出

演
し
、﹁
印
象
的
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
、
い
ま
や
バ
イ
ラ
ル

化
し
た
高
橋
と
司
会
の
ド
ン
・

コ
ー
ネ
リ
ア
ス
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
が
放
映
さ
れ
た
﹂
と
紹
介
し

て
い
る
＝
写
真
上
＝
。

　

多
作
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で

あ
り
、
そ
の
後
も
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
に
数
々
の
ソ
ロ
や

コ
ラ
ボ
作
品
を
世
に
送
り
出

し
、
２
０
１
４
年
に
は
メ
タ
フ

ァ
イ
ブ
と
呼
ば
れ
る
ス
ー
パ
ー

グ
ル
ー
プ
で
ツ
ア
ー
も
開
催
。

２
０
２
０
年
に
シ
ン
グ
ル
﹁
環

境
と
心
理
﹂
を
リ
リ
ー
ス
後
、

腫
瘍
の
脳
外
科
手
術
の
た
め
休

養
に
入
る
ま
で
音
楽
活
動
を
続

け
て
い
た
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　︵
武
末
幸
繁
︶

あ
り
し
日
の
高
橋
幸
宏
さ
ん

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

80
年
代
駆
け
抜
け
た

Ｙ
Ｍ
Ｏ
高
橋
幸
宏
氏

　

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
・
ワ
イ

ル
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル　

︵
７

番
街
８
８
１
番
地
、
57
丁
目
︶

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
家
ら
で
構

成
さ
れ
る
﹃
メ
ッ
ト
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
﹄

は
前
シ
ー
ズ
ン
か
ら
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
に
て
室
内
楽
コ
ン
サ

ー
ト
シ
リ
ー
ズ
を
行
な
っ
て
い

る
。　

　

23
日
︵
月
︶
午
後
7
時
半
開

演
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
日
本
人
ハ

ー
プ
奏
者
の
安
楽
真
理
子
＝
写

真
＝
が
ク
ロ
ー
ド
・
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
作
曲
の
ハ
ー
プ
独
奏
と
弦

楽
合
奏
の
た
め
の
﹃
神
聖
な
舞

曲
と
世
俗
的
な
舞
曲
﹄
と
ア
ン

ド
レ
・
カ
プ
レ
作
曲
の
ベ
ル
ギ

ー
の
画
家
ジ
ャ
ン
・
デ
ル
ヴ
ィ

ル
の
﹁
赤
死
病
の
仮
面
﹂
と
エ

ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
短

編
小
説
﹃
赤
死
病
の
仮
面
﹄
に

基
づ
く
ハ
ー
プ
と
弦
楽
四
重
奏

の
た
め
の
﹃
幻
想
的
な
物
語 

"C
onte F

antatastique" 

﹄

を
演
奏
す
る
。﹃
幻
想
的
な
物

語
﹄
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
舞

台
俳
優
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り

ト
ニ
ー
賞
演
劇
助
演
男
優
賞
を

受
賞
し
て
い
る
俳
優
リ
ー
ヴ
・

シ
ュ
レ
イ
バ
ー
が
務
め
る
。

　

入

場

料

は

75

ド

ル
。

チ

ケ

ッ

ト
・

詳

細

は

ウ

エ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

c
a

rn
e

g
ie

h
a

ll.o
rg

/
C

alen
dar/2023/01/23/

T
h

e
-M

e
t-O

rch
e

stra
-

C
h

a
m

b
er-E

n
sem

b
le-

0730PM

を
参
照
。

安
楽
真
理
子
が
演
奏

メ
ッ
ト
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

23
日
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

領事サービス向上・改善のための
アンケートへの協力のお願い

海外に滞在されている邦人の皆様へ

　外務省では、毎年、領事サービスの向
上・改善のためのアンケート調査を実施
している。在外公館における業務処理状
況やマナー（言葉遣い、接客態度）等に
ついて、忌憚のない意見や感想を聞き、
領事サービスの向上・改善に努めるのが
目的。アンケート調査実施期間は１月
１６日（月）から２９日（日）まで。対
象者は過去１年間に住んでいる地域の在
外公館（大使館、総領事館、領事事務所）
の領事サービス（旅券や各種証明の申請、
戸籍・国籍関係の届出、領事窓口や電話
での各種相談・照会等を受けた人。
　　　【回答方法】専用ウェブサイト

（https://www.enquete-web.com/MO-
FA2023/?city=61&code=301H　）にア
クセスの上、各質問にご回答する。
　なお、在外邦人から要望の多い各種申
請のオンライン化、領事手数料のオンラ
イン納付等については、外務省本省にお
いて引き続き検討を進めている。

【問い合わせ先】
在ニューヨーク日本国総領事館
299 Park Avenue 18th Floor, New 
York, NY 10171
TEL:(212)-371-8222

ソ
ウ
ル
・
ト
レ
イ
ン
に
出
演
し
た
Ｙ
Ｍ
Ｏ
︵
１
９
８
０
年
︶

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
https://japanvillage.com/
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://www.liclny.com/
https://www.liclny.com/
https://www.liclny.com/
https://www.liclny.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.enquete-web.com/MO-FA2023/?city=61&code=301H%E3%80%80
https://www.enquete-web.com/MO-FA2023/?city=61&code=301H
https://www.enquete-web.com/MO-FA2023/?city=61&code=301H%E3%80%80
https://www.carnegiehall.org/Calendar/2023/01/23/The-Met-Orchestra-Chamber-Ensemble-0730PM


 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
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 BOOKS
　

英
国
王
室
か
ら
離
脱
し
米
国

に
移
住
し
た
ハ
リ
ー
王
子
の
回

顧
録
﹁SPA

R
E

︵
ス
ペ
ア
︶
﹂

が
１
月
10
日
に
発
売
さ
れ
た
。

子
ど
も
時
代
か
ら
陸
軍
時
代
、

母
ダ
イ
ア
ナ
妃
の
死
、
夫
と
な

り
父
親
と
な
っ
て
見
つ
け
た
喜

び
な
ど
を
綴
っ
た
回
想
録
だ

が
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
で
は
５
日

か
ら
店
頭
に
並
ん
で
お
り
、
兄

の
ウ
イ
リ
ア
ム
皇
太
子
か
ら
暴

力
を
振
る
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

　

ハ
リ
ー
王
子
は
２
０
１
８
年

に
ア
フ
リ
カ
系
の
母
を
持
つ
メ

ー
ガ
ン
妃
と
結
婚
し
た
。
翌

２
０
１
９
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
皇

太
子
が
メ
ー
ガ
ン
妃
の
こ
と
を

﹁
無
礼
﹂﹁
気
難
し
い
﹂
な
ど
と

非
難
し
た
こ
と
で
口
論
と
な

り
、
ハ
リ
ー
王
子
は
ウ
ィ
リ
ア

ム
皇
太
子
に
襟
首
を
掴
ま
れ
て

床
に
叩
き
つ
け
ら
れ
、
背
中
に

け
が
を
し
た
と
い
う
。
ふ
た
り

は
１
９
９
７
年
に
母
ダ
イ
ア
ナ

妃
を
事
故
で
亡
く
し
、
葬
列
で

棺
の
後
ろ
を
一
緒
に
歩
く
兄
弟

の
姿
は
世
界
中
の
涙
を
誘
っ
た

こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
る
。

　

ハ
リ
ー
王
子
は
本
の
出
版
に

あ
た
り
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
﹁
60
ミ
ニ
ッ

ツ
﹂
と
イ
ギ
リ
ス
Ｉ
Ｔ
Ｖ
の
テ

レ
ビ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
出
演
、

英
国
王
室
は
自
分
と
メ
ー
ガ
ン

妃
に
つ
い
て
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

話
題
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
植
え

付
け
て
お
き
な
が
ら
、
タ
ブ
ロ

イ
ド
紙
な
ど
か
ら
自
分
た
ち
が

攻
撃
さ
れ
て
も
弁
護
し
な
か
っ

た
と
述
べ
る
な
ど
王
室
を
批
判

し
た
。
そ
の
上
で
﹁
私
が
望
む

の
は
制
度
で
は
な
く
家
族
﹂
で

あ
り
﹁
父
や
兄
を
取
り
戻
し
た

い
﹂
な
ど
と
語
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
王
室
を
め
ぐ
っ
て

は
昨
年
11
月
、
長
年
勤
め
て
い

る
王
室
幹
部
が
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム

宮
殿
に
招
待
し
た
黒
人
の
ゲ
ス

ト
に
差
別
的
発
言
を
し
て
辞
職

に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、
王
室

に
組
織
的
差
別
が
あ
る
の
で
は

と
の
声
が
ネ
ッ
ト
な
ど
で
あ
が

っ
た
。
昨
年
12
月
に
ハ
リ
ー
王

子
夫
妻
の
英
国
王
室
と
の
別
れ

と
南
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
新

し
い
生
活
を
綴
っ
た
ネ
ッ
ト
フ

レ
ッ
ク
ス
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
﹁
ハ
リ
ー
＆
メ
ー
ガ
ン
﹂︵
全

６
話
︶
が
公
開
さ
れ
、
最
初
の

３
話
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で

は
過
去
最
多
の
２
８
０
０
万
回

視
聴
を
超
え
る
大
ヒ
ッ
ト
を
記

録
し
た
。

　

ハ
リ
ー
王
子
は
回
顧
録
で

出
版
社
か
ら
少
な
く
と
も

２
０
０
０
万
ド
ル︵
約
29
億
円
︶

を
受
け
取
っ
て
い
る
と
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
し
収
益
は
す

べ
て
慈
善
団
体
へ
寄
付
さ
れ
る

と
い
う
。

　

公
務
を
退
き
、
殿
下
、
妃
殿

下
の
称
号
も
返
上
し
て
い
る
ハ

リ
ー
王
子
夫
妻
だ
が
、
５
月
に

行
わ
れ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
の

戴
冠
式
に
出
席
が
認
め
ら
れ
る

の
か
ど
う
か
に
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
ハ
リ
ー
王
子
は
戴
冠

式
へ
の
出
席
を
見
送
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。︵
武
末
︶

 ハリー王子が暴露本
Prince Harry, Duke of Sussex・著

 ペンギン・ランダムハウス・刊

■星と龍（葉室麟、朝日文庫）悪党と呼ばれる一族に生ま
れた楠木正成の信条は正義。近隣の諸将を討伐した正成は
後醍醐天皇の信頼を得ていくが、自ら理想とする世の中と
現実との隔たりに困惑する。2017 年に亡くなった著者最
後の未完の長編小説。安部龍太郎による詳細な解説を収録。
■最後のひと（松井久子、中央公論新社）75 歳になって、
86 歳のひとを好きになって何が悪いの？燿子がついに出
会った「ぴったりな人」。人生仕上げの情愛がもたらすも
のとは。ベストセラー『疼くひと』で 70 代女性の性愛を
描いた著者が、実感を込めて後続世代に送る、希望の物語。
■いつか必ず死ぬのになぜ君は生きるのか（立花隆、SB
新書）2021 年にこの世を去った立花隆が、科学から政治
まで幅広いテーマを追った根底に「人間はどこから来てど
こへ行くのか」への興味があった。脳死、臨死体験、宇宙、
生物学、歴史、戦争…。あらゆるテーマから浮かび上がる、
人間と人生の意味をめぐる旅。■本当の貧困の話をしよう

（石井光太、文春文庫）世界では 7 億人以上が、日本でも
6 人に 1 人が貧困にある。貧困は自己否定感を生み、それ
は社会全体の困窮にも繋がっていく。自己責任では済まさ
れない。私たちの社会の何が貧困を生みだしているのか。
現実をみつめ輝かしい未来を手に入れるための熱い講義。
■蒼色の大地（薬丸岳、中公文庫）時は明治。幼なじみの
新太郎、灯、鈴の 3 人はそれぞれの道を歩んでいた。新太郎は呉鎮守府の軍
人に、灯は瀬戸内海を根城にする海賊に、そして鈴は灯を探し、謎の孤島「鬼
仙島」に辿り着く。交わることのない運命に翻弄され、3 人はやがてこの国
を揺るがす戦争に巻き込まれていく。朝井リョウや伊坂幸太郎ら 8 人の作家
が参加し、壮大なスケールで描く文芸競作企画「螺旋プロジェクト」の明治編。
■サクッとわかるビジネス教養　経済学（井堀利宏、新星出版社）「モノの
値段はどうやって決まっている？」「円安・円高って？」「GDPで何が分かる？」
など、経済学に関する知識を Q&A 形式で展開。東大名誉教授で公共経済学
の第一人者の著者による分かりやすい解説で、経済学の基本的な知識を網羅
できる一冊。米中貿易摩擦やイギリスのEU離脱も取り上げる。（高橋冨美枝）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

葉
室
麟
の
未
完
の
長
編
時
代
小
説
。
70
代
女
性
の
性
愛
を
描
い
た
続
編
。
立
花
隆
の
人

間
と
人
生
の
意
味
を
め
ぐ
る
旅
。
輝
か
し
い
未
来
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
。
幼
な
じ
み
の

３
人
の
運
命
が
交
差
す
る
。
買
い
物
か
ら
貿
易
ま
で
、
経
済
学
が
よ
く
わ
か
る
本
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

 

雪
の
降
り
つ
づ
く
森
の
中
、

ぽ
つ
ん
と
落
ち
て
い
た
片
方
だ

け
の
暖
か
そ
う
な
手
袋
を
最
初

に
見
つ
け
た
の
は
小
さ
な
ネ
ズ

ミ
で
し
た
。
ネ
ズ
ミ
は
中
に
も

ぐ
り
込
ん
で
﹁
こ
こ
で
暮
ら
す

こ
と
に
す
る
わ
﹂
と
い
う
の
で

し
た
。
そ
こ
へ
カ
エ
ル
が
や
っ

て
来
て
、
そ
の
後
に
ウ
サ
ギ
が
、

さ
ら
に
キ
ツ
ネ
も
中
に
入
り
た

い
と
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
さ
ら

に
オ
オ
カ
ミ
も
、
イ
ノ
シ
シ
も
、

し
ま
い
に
は
驚
く
ほ
ど
大
き
い

あ
の
動
物
ま
で
！ 

み
ん
な
一

緒
に
入
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
話
か
ら
生
ま

れ
た
こ
の
絵
本
は
１
９
６
５
年

に
日
本
語
翻
訳
で
発
売
さ
れ
、

現
在
ま
で
長
い
あ
い
だ
日
本
の

子
ど
も
た
ち
に
読
み
継
が
れ
て

い
る
名
作
。
英
語
で
読
む
な
ら

ア
メ
リ
カ
人
作
家
・
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
、
ジ
ャ
ン
・
ブ
レ
ッ

ト
作
の
﹃T

he M
itten

﹄
だ

が
、
読
み
比
べ
る
と
大
筋
は
同

じ
も
の
の
、
登
場
す
る
動
物
や
、

手
袋
を
落
と
し
た
の
が
日
本
版

が
お
じ
い
さ
ん
・
英
語
版
が
少

年
と
ち
ょ
っ
と
し
た
設
定
の
違

い
が
楽
し
め
る
。
動
画
サ
イ
ト

Y
ouT

ube

で
検
索
す
る
と
読

み
聞
か
せ
も
あ
る
。　

︵
高
田
︶

冬
の
森
に
現
れ
た
暖
か
い
家

 『てぶくろ』
作： （ウクライナ民話）

絵： エウゲーニー・M・ラチョフ
福音館書店　1965 年

https://usa.kinokuniya.com/
https://www.samuraimama.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト

と
し
て
活
動
し
て
い
る
久
徳
裕

子
さ
ん
︵
31
︶
は
、
11
年
前
、

ア
ー
ト
を
勉
強
す
る
た
め
に
来

米
し
た
。
四
年
生
大
学
卒
業
後

に
ア
ー
ト
を
使
っ
て
人
に
役
に

立
て
る
仕
事
は
な
い
か
と
模
索

し
て
い
た
と
こ
ろ
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
つ
け
、

そ
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
め
た

と
い
う
。
昨
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
大
学
院
を
修
了
し
、
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
は
Ｎ
Ｙ

Ｕ
ラ
ン
ゴ
ー
ン
・
ヘ
ス
ル
セ
ン

タ
ー
、
ボ
ス
ト
ン
・
チ
ャ
イ
ナ

タ
ウ
ン
・
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
セ

ン
タ
ー
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
で
セ
ラ
ピ
ー
を

提
供
。
特
に
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
、
認
知
症
の
あ
る
お
年
寄

り
、
精
神
疾
患
の
あ
る
大
人
に

対
し
て
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を

提
供
し
て
き
た
が
、
現
在
は
ハ

ー
レ
ム
に
あ
る
子
供
の
病
院
で

セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
に
あ
る
ロ
ー

カ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
で
は
昨
年
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
も
自
身
の
作
品
を

展
示
発
表
す
る
２
つ
の
個
展
を

開
催
す
る
な
ど
、
ク
リ
エ
イ
タ

ー
と
し
て
の
才
能
を
発
揮
し
な

が
ら
、
そ
の
分
野
を
通
し
て
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
ダ
イ
レ
ク

ト
に
持
て
る
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス

ト
と
し
て
の
仕
事
を
両
立
さ
せ

て
い
る
。

　

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
興
味
を

持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
医
者
の

家
系
に
生
ま
れ
た
の
で
、
元
々

医
療
の
世
界
に
興
味
が
あ
っ
た

こ
と
と
、
こ
れ
ま
で
色
々
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
ろ
ん
な

場
所
と
国
で
し
て
き
た
こ
と
も

影
響
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
マ

ザ
ー
テ
レ
サ
の
孤
児
院
と
死
を

待
つ
人
の
家
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

孤
児
院
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

小
学
校
、
日
本
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ホ
ー
ム
レ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い

た
こ
と
が
あ
り
、
自
分
の
好
き

な
道
と
社
会
に
役
立
ち
た
い
と

い
う
気
持
ち
の
両
方
を
満
た

せ
る
現
在
の
仕
事
に
つ
い
た
。

１
５
０
０
時
間
の
実
務
経
験
を

積
み
な
が
ら
、
州
と
全
米
の
国

家
試
験
を
受
け
る
た
め
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　

セ
ラ
ピ
ー
で
は
、
粘
土
や
画

材
を
使
っ
て
手
を
動
か
し
て
作

品
を
作
る
こ
と
患
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
の
が
目
的
で
作
品
を

作
り
上
げ
る
こ
と
が
必
ず
し
も

ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス
を
表
現
す

る
も
の
で
あ
っ
て
も
作
品
が
出

来
上
が
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

作
品
を
作
り
た
い
と
い
う
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
共
通
点
を
見
出

す
と
い
う
。

　

個
展
に
出
品
し
た
作
品
に
は

ブ
ル
ー
を
基
調
と
し
た
絵
画
な

ど
が
多
い
。﹁
青
色
は
希
望
の

色
な
の
で
好
き
で
す
。
可
能
性

を
感
じ
る
色
﹂
と
い
う
。
同
じ

病
で
も
、
治
療
に
希
望
が
持
て

る
患
者
と
希
望
が
な
い
ケ
ー
ス

と
で
は
、
病
気
の
悪
化
の
進
み

具
合
や
回
復
の
度
合
い
が
大
き

く
異
な
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

る
。﹁
患
者
と
接
す
る
こ
と
で

自
分
の
人
生
で
学
ぶ
こ
と
も
多

く
、
個
人
的
に
そ
れ
が
芸
術
表

現
と
し
て
の
作
品
に
も
出
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
る
﹂と
話
す
。

将
来
は
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
個
人
開
業
す
る
の

が
夢
で
、
主
に
移
民
と
有
色
人

種
向
け
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て

活
動
し
た
い
と
い
う
。
岐
阜
県

出
身
の
愛
知
県
育
ち
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

アーティスト

アートセラピスト

久徳 裕子さん

ア
ー
ト
を
通
し
て
障
害
者
に
希
望
を
与
え
る

　

ス
サ
ノ
ウ
は
﹃
記
・
紀
﹄
で

は
ア
マ
テ
ラ
ス
・
ツ
ク
ヨ
ミ
と

と
も
に
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ

の
子
の
﹁
三
貴
神
﹂
の
一
人
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
姿
は
一
様
で
は
な
く

多
く
の
顔
を
も
つ
。
京
都
の
八

阪
神
社
で
は
﹁
牛
頭
天
王
﹂︵
新

羅
か
ら
渡
来
し
た
ヒ
ポ
コ
と
同

一
さ
れ
て
い
る
ツ
ヌ
ガ
ア
ラ
ヒ

ト
の
こ
と
︶
、
カ
マ
ド
の
神
で

あ
る
﹁
荒
神
様
﹂﹁
山
の
神
﹂﹁
田

の
神
﹂
﹁
道
祖
神
﹂
な
ど
。
ま

た
、﹁
氷
川
神
社
﹂
﹁
八
雲
神
社
﹂

﹁
熊
野
神
社
﹂
な
ど
の
祭
神
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
妻
は
何

人
も
い
て
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

退
治
の
と
き
に
救
っ
た
、
①
ク

シ
ナ
ダ
ヒ
メ
︵
櫛
名
田
比
売
命
︶

で
子
ど
も
は
宗
像
三
女
神
、
②

カ
ム
オ
オ
イ
チ
ヒ
メ
︵
神
大
市

比
売
︶
と
の
子
は
ウ
カ
ノ
ミ
タ

マ
ノ
カ
ミ
︵
宇
迦
之
御
魂
神
︶、

③
サ
シ
ク
ニ
ワ
カ
ヒ
メ
︵
刺
国

若
比
売
命
︶
と
の
子
に
出
雲
大

社
の
主
祭
神
の
大
国
主
命
な

ど
。

　

当
時
、
古
代
出
雲
王
国
は
あ

ら
ゆ
る
大
陸
文
化
の
上
陸
地
で

あ
り
大
和
国
に
さ
き
だ
つ
先
進

国
で
あ
っ
た
こ
と
は
、﹃
記
・

紀
﹄
の
神
代
条
に
五
穀
や
蚕
の

発
祥
が
豊
葦
原
の
中
津
国
＝
出

雲
国
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
が
証
明
し
て
い
る
。﹃
播

磨
国
風
土
記
﹄
に
も
仁

徳
天
皇
が
隠
岐
、出
雲
、

伯
耄
、
因
幡
、
但
馬
の

五
国
か
ら
国
造
り
を
召

し
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
が

召
使
い
を
水
夫
に
仕
立

て
て
回
航
し
て
き
た
の
は
不
届

で
あ
る
と
口
実
を
つ
け
て
、
播

磨
に
と
ど
ま
ら
せ
田
作
り
を
さ

せ
た
。
因
幡
を
イ
ナ
バ
と
い
う

の
も
、
こ
の
地
が
﹁
稲
場
﹂
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
天

皇
家
の
先
祖
の
祭
り
ご
と
に
使

う
米
を
お
さ
め
る
土
地
で
あ
っ

た
。

　

さ
て
、
高
天
原
で
暴
れ
た
ス

サ
ノ
ウ
は
追
放
さ
れ
、
イ
ソ
タ

ケ
ル
︵
五
十
猛
︶
の
神
々
を
ひ

き
つ
れ
て
ま
ず
﹁
新
羅
﹂
に
く

だ
り
、そ
れ
か
ら
こ
の
﹁
出
雲
﹂

に
や
っ
て
き
た
。
あ
る
説
に
よ

る
と
﹁
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
﹂
と

は
、﹁
ヤ
マ
タ
＝
ア
マ
タ
＝
大

勢
﹂
オ
ロ
は
﹁
高
麗
﹂
の
音
韻

の
変
化
し
た
も
の
、
チ
は
人
と

の
こ
と
で
、
オ
ロ
チ
＝
オ
ロ
の

地
か
ら
や
っ
て
き
た
人
と
い
う

意
味
に
使
わ
れ
た
呼
称
で
、
製

鉄
の
技
術
な
ど
中
国
の
進
ん
だ

文
化
を
引
っ
さ
げ
て
渡
来
し
て

き
た
高
句
麗
族
の
暴
虐
か
ら
ス

サ
ノ
ウ
が
伽
耶
族
の
人
々
を
救

い
出
し
た
物
語
の
よ
う
だ
。
さ

ら
に
物
語
は
、
ス
サ
ノ
ウ
の
剣

が
伽
耶
の
銅
剣
の
た
め
オ
ロ
チ

の
鉄
剣
に
触
れ
て
刃
が
欠
け
た

こ
と
か
ら
、
鉄
は
権
力
の
象
徴

と
な
り
オ
ロ
チ
か
ら
手
に
入
れ

た
﹁
く
さ
な
ぎ
︵
草
薙
︶
の
剣
﹂

は
、
権
力
の
伝
達
を
意
味
す
る

皇
位
継
承
の
儀
式
に
つ
か
う
３

種
の
神
器
の
１
つ
と
な
る
大
き

な
意
味
合
い
を
も
つ
背
景
に
も

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
厄

除
け
に
も
な
る
ペ
ン
ダ
ン
ト
草

那
藝
之
大
刀
︵K

U
SA

N
A

G
I-

N
O

T
A

C
H

I

︶
が
、
株
式
会
社

ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
か
ら
お
目
見
え

し
た
。

　

津

延

美

衣
︵
つ
の
べ

み
え
︶
＝
Ｎ

Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会

鑑
定
士
。
運
命
学
・
自
然
医

学
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文

化
等
の
知
識
を
生
か
し
、
健
康

で
楽
し
く
感
動
的
な
人
生
を
描

く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー

ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：

http//mijikan.blogspot.com/

（株）クロスフォー　
草那藝之大刀

（KUSANAGINOTACHI）
ペンダント

60

山
梨
と
宝
石
﹁
日
本
の
神
々
﹃
ス
サ
ノ
ウ
ノ
ミ

コ
ト
と
草
薙
剣
︵
く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ)

﹄
33

https://mijikan.blogspot.com/
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
tel:2122136069
https://www.myhappytummyclub.com/
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Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶
は
７
日
、

対
面
で
は
３
年
ぶ
り
と
な
る
新

春
の
餅
つ
き
大
会
を
開
催
し

た
。
会
場
に
は
紅
白
幕
や
し
め

縄
が
飾
ら
れ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
の
お
囃
子
や
和
太
鼓
の
音
、

み
ん
な
の
﹁
よ
い
し
ょ
！
﹂
の

掛
け
声
で
熱
気
に
溢
れ
た
。　
　

　

児
童
生
徒
は
ま
ず
餅
米
の

稲
、
精
米
さ
れ
た
餅
米
、
水
に

つ
け
た
後
の
餅
米
、
蒸
さ
れ
た

餅
米
を
順
番
に
触
っ
て
確
か

め
、
担
任
の
お
餅
に
な
る
ま
で

の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
杵
と

臼
を
使
っ
た
餅
つ
き
体
験
へ
。

児
童
生
徒
は
臼
の
中
の
お
餅
に

狙
い
を
定
め
、
掛
け
声
に
合
わ

せ
て
一
生
懸
命
に
杵
を
振
り
下

ろ
し
た
。
そ
の
後
、
保
護
者
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
磯
部
、あ
ん
こ
、

き
な
こ
の
３
種
類
に
味
付
け
し

た
つ
き
た
て
の
お
餅
を
み
ん
な

で
頬
張
っ
た
。
子
ど
も
達
か
ら

は
﹁
杵
が
ち
ょ
っ
と
重
た
か
っ

た
﹂﹁
久
し
ぶ
り
で
楽
し
か
っ

た
﹂﹁
つ
き
た
て
の
お
餅
は
最

高
﹂
な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

２
０
１
２
年
か
ら
保
護
者
代
表

と
し
て
、
餅
つ
き
大
会
を
リ
ー

ド
し
て
来
た
吉
川
純
市
委
員
長

は
、
11
年
間
に
渡
り
子
供
た
ち

の
笑
顔
を
見
守
っ
て
き
た
。
自

身
の
子
供
の
高
等
部
卒
業
に
伴

い
、
今
年
で
最
後
の
餅
つ
き
大

会
と
な
っ
た
が
、
同
大
会
へ
の

想
い
に
つ
い
て
﹁
関
係
者
の

方
々
へ
の
﹃
感
謝
﹄
の
一
言
に

つ
き
ま
す
﹂
と
語
っ
た
。

　

ま
た
﹁
餅
つ
き
大
会
﹂
と
並

行
し
て
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
前

に
開
催
さ
れ
て
い
た
生
徒
会

︵
中
高
生
︶
主
催
の
バ
ザ
ー
も

復
活
し
た
。
バ
ザ
ー
の
収
益
金

は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

の
子
ど
も
達
を
支
援
す
る
﹁
ハ

タ
チ
基
金
﹂
へ
と
送
ら
れ
る
。

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｌ
Ｉ
校
で

新
春
餅
つ
き
大
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
、
岡
本
徹
学
園
長
︶
で
は
1

月
11
日
、
エ
レ
ン
・
Ｊ
・
パ
ー

ク
州
議
会
下
院
議
員
と
森
美
樹

夫
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
・

大
使
の
訪
問
を
受
け
た
。
こ
の

訪
問
は
、パ
ー
ク
議
員
自
身
が
、

自
分
の
選
挙
区
に
あ
る
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
の
学
校
で
、
子
供
た

ち
が
ど
の
よ
う
に
学
び
、
ア
メ

リ
カ
で
の
生
活
を
送
っ
て
い
る

か
に
つ
い
て
強
く
興
味
を
も
っ

た
こ
と
に
端
を
発
し
て
実
現
し

た
。

　

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
に
到
着
後
、

パ
ー
ク
議
員
の
目
を
最
初
に
奪

っ
た
の
は
、
全
日
制
幼
児
児
童

が
全
員
で
取
り
組
ん
だ
書
初
め

作
品
だ
っ
た
。
議
員
、
そ
し
て

大
使
の
背
丈
程
あ
る
用
紙
に
、

６
年
生
の
児
童
各
自
が
書
き
た

い
字
を
選
ん
で
力
強
く
筆
を
運

ん
で
仕
上
げ
た
書
は
、
し
ば
ら

く
沈
黙
し
な
が
ら
視
線
を
上
か

ら
下
へ
と
ゆ
っ
く
り
動
か
す
議

員
と
大
使
に
美
し
さ
と
迫
力
を

伝
え
て
い
た
。

　

見
学
の
後
半
は
、
議
員
、
大

使
と
幼
児
児
童
と
の
交
流
が
行

わ
れ
、
体
育
室
で
も
ち
つ
き
大

会
が
始
ま
っ
た
。
幼
児
と
児
童

の
﹁
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
﹂

の
声
援
に
応
え
、
議
員
、
大
使

共
に
リ
ズ
ム
よ
く
杵
を
動
か
し

て
餅
つ
き
を
楽
し
ん
で
い
た
。

子
供
た
ち
か
ら
の
歓
迎
に
続
い

て
、
次
は
パ
ー
ク
議
員
に
よ
る

写
真
を
用
い
た
講
義
が
行
わ
れ

た
。
質
疑
応
答
で
は
、
議
員

は
、
質
問
を
し
た
児
童
一
人
一

人
に
﹁
あ
な
た
は
何
に
な
り
た

い
で
す
か
？
﹂
と
た
ず
ね
、
６

歳
で
ア
メ
リ
カ
に
来
て
、
当
時

は
英
語
が
全
く
分
か
ら
な
か
っ

た
が
、
自
分
が
抱
い
た
夢
を
も

ち
続
け
る
と
な
り
た
い
自
分
に

な
れ
る
こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
に
熱
く
語
っ
て

い
た
。
森
大
使
か
ら
は
、
ア
メ

リ
カ
議
会
で
活
躍
す
る
人
や
日

本
政
府
を
代
表
す
る
人
が
Ｎ
Ｙ

育
英
学
園
の
子
供
た
ち
か
ら
出

て
く
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
が
話

さ
れ
た
。
現
役
の
議
員
と
大
使

を
目
の
前
に
し
、
励
ま
し
や
応

援
の
言
葉
を
受
け
た
子
供
た
ち

は
、
う
な
ず
い
た
り
、
目
を
輝

か
せ
る
よ
う
に
し
て
じ
っ
と
注

目
し
た
り
し
な
が
ら
話
を
聞
い

て
い
た
。

　

7
日
、Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校︵
高

畑
誠
校
長)

で
は
新
年
の
集
い

が
行
わ
れ
た
。
3
年
ぶ
り
に
幼

児
部
年
中
か
ら
高
等
部
2
年
生

ま
で
お
よ
そ
３
８
０
人
全
員
が

会
す
る
新
年
の
集
い
。

　

新
年
の
挨
拶
の
冒
頭
、
高
畑

校
長
は
全
員
が
集
ま
る
こ
と
が

で
き
た
喜
び
を
告
げ
た
。
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
引
き

合
い
に
出
し
、
森
保
監
督
の
フ

ィ
ー
ル
ド
に
対
し
て
行
っ
た
お

辞
儀
、
選
手
達
が
ロ
ッ
カ
ー
ル

ー
ム
を
き
れ
い
に
清
掃
す
る
だ

け
で
は
な
く
折
り
鶴
と
と
も
に

﹁
あ
り
が
と
う
﹂
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
た
写
真
を
児
童
生
徒

達
に
見
せ
た
。
な
ぜ
お
辞
儀
を

す
る
の
か
、
な
ぜ
選
手
達
は
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
い
っ
た
の

か
、
ど
ん
な
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。
勝
っ
て
も
負
け

て
も
、
ど
の
よ
う
な
立
場
に
な

っ
て
も
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
彼
ら
の
姿
勢
か
ら
学

ん
で
ほ
し
い
こ
と
、
そ
う
い
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。

　

そ
の
後
、﹁
校
内
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
﹂﹁
海
外
子
女
文
芸
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
﹂﹁
東
和
エ
ッ

セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
﹂﹁
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
言
葉
の
泉
年
間
大
賞
入

賞
﹂
等
々
総
勢
27
人
の
児
童
生

徒
の
表
彰
、
さ
ら
に
新
年
の
抱

負
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
を
代
表

し
て
全
校
の
前
で
発
表
し
た
。

思
い
思
い
の
抱
負
を
聞
き
な
が

ら
２
０
２
３
年
を
よ
り
よ
い
年

に
し
よ
う
と
気
持
ち
を
新
た
に

し
た
。

森
大
使
と
州
下
院
議
員
が
来
校

児
童
と
交
流
、
意
見
交
換
も

NY 育英学園

NJ 補習授業校

新年の集い開く

　
授
業
を
見
学
す
る
森
大

使
と
パ
ー
ク
州
下
院
議
員

https://starchildny.com/
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
https://japaneseschool.org
http://www.kodomony.org
https://jp.lyceumkennedy.org/
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
２

髙
田
　
恵
莉
菜

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
中
２

渡
部　

柚
月

N
Y
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２

對
馬　

慈
保

N
Y
育
英
学
園
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ
小
３

三
原　

理
恵

N
Y
育
英
学
園
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ
小
６

笠
間　

リ
ヅ

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

髙
橋
　
健
一
郎

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵
濟
藤
和
彦
校
長
︶
は
８
日
、

地
元
の
書
道
家
バ
リ
ン
ジ
ャ
修

佳
先
生
を
講
師
に
招
き
、
新
春

恒
例
の
﹁
書
き
初
め
会
﹂
を
実

施
し
た
。
小
・
中
補
習
校
部
は

硬
筆
、
高
等
部
は
毛
筆
で
各
学

年
ご
と
の
課
題
に
取
り
組
ん

だ
。
高
等
部
の
生
徒
達
は
、
今

年
の
干
支
﹁
卯
﹂
の
一
文
字
を

楷
書
、
行
書
、
ひ
ら
が
な
な
ど

６
種
の
中
か
ら
１
つ
選
び
、
真

剣
な
面
持
ち
で
丁
寧
に
筆
を
運

ん
だ
。
講
師
が
な
め
ら
か
な
筆

づ
か
い
で
お
手
本
を
披
露
し

﹁
手
だ
け
で
書
か
ず
腕
を
動
か

す
﹂
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
、

椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
筆
を
走
ら
せ
る
生
徒

や
、
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

文
字
を
楽
し
む
生
徒
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
が
漆
黒
の
文
字

に
反
映
さ
れ
た
。
い
く
つ
か
の

力
作
の
中
か
ら
選
ん
だ
自
信
作

を
手
に
﹁
上
手
に
書
け
た
﹂
と

笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。
最
後
は
誇

ら
し
げ
な
表
情
で
作
品
を
掲
げ

記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
児
童
生
徒
数
55
人
、
櫻

井
幹
也
校
長
︶
は
11
日
、
全
児

童
生
徒
に
よ
る
書
き
初
め
会
を

行
っ
た
。
1
・
2
年
生
は
筆
ペ

ン
で
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉

を
書
き
、
3
〜
9
年
生
は
毛
筆

で
新
年
の
抱
負
を
四
文
字
の
言

葉
︵
四
字
熟
語
︶
に
込
め
て
書

い
た
。
初
め
て
毛
筆
で
の
書
き

初
め
会
に
参
加
し
た
３
年
生

は
、
自
分
の
背
丈
ほ
ど
あ
る
大

き
な
書
き
初
め
用
紙
を
前
に
、

お
手
本
を
見
な
が
ら
、
自
分
の

抱
負
を
一
生
懸
命
に
書
く
姿
が

見
ら
れ
た
。﹁
一
日
一
生
﹂﹁
不

言
実
行
﹂﹁
初
志
貫
徹
﹂﹁
精
神

一
到
﹂
な
ど
、
出
来
上
が
っ
た

作
品
を
紹
介
す
る
様
子
か
ら

は
、
こ
の
一
年
に
対
す
る
力
強

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
フ

レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
︵
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
西
１
０
３
丁
目
︶
の
ウ

ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
︵
在

籍
１
０
３
人
︶
に
て
、
７
日
に

３
学
期
の
始
業
式
が
行
わ
れ

た
。
岡
本
徹
学
園
長
の
新
年
の

挨
拶
に
、
子
供
た
ち
も
﹁
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
﹂
と
元
気
に
応
え
た
。
そ
の

後
、
各
ク
ラ
ス
が
前
に
出
て
自

己
紹
介
を
し
﹁
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
﹂
の
練
習
を

し
た
。
子
供
た
ち
か
ら
は
﹁
う

さ
ぎ
年
だ
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
だ
！

飛
躍
の
年
に
し
よ
う
﹂
の
会
話

が
聞
こ
え
た
。
フ
レ
ン
ズ
ア
カ

デ
ミ
ー
は
5
年
前
に
レ
キ
シ
ン

ト
ン
街
よ
り
現
在
の
ア
ッ
パ
ー

ウ
エ
ス
ト
に
移
転
。
週
日
は
全

日
制
幼
児
部
で
あ
る
た
ん
ぽ
ぽ

幼
稚
園
︵
満
２
歳
よ
り
受
け
入

れ
︶
や
親
子
教
室
、
放
課
後
に

は
小
学
部
国
語
教
室
等
が
あ

る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
、

１
月
５
日
と
６
日
に
新
年
の
恒

例
行
事
で
あ
る
﹁
書
き
初
め
大

会
﹂
を
全
校
で
行
っ
た
。

　

１
・
２
年
生
は
、
硬
筆
で
今

ま
で
の
学
習
の
ま
と
め
と
し
て

の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の

中
か
ら
新
年
に
関
す
る
言
葉
に

思
い
を
込
め
て
集
中
し
て
書
い

た
。
３
年
生
か
ら
９
年
生
の
毛

筆
は
、
体
育
館
で
書
き
初
め
の

用
紙
を
前
に
バ
ラ
ン
ス
に
気
を

付
け
て
筆
を
運
び
、
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
た
。
特
に
中
等
部

は
静
寂
な
会
場
で
書
い
た
自
分

の
書
を
振
り
返
り
な
が
ら
真
剣

に
作
品
作
り
に
臨
ん
だ
。

　

同
校
で
は
毎
年
、
書
き
初
め

大
会
の
審
査
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
も
厳
正
な
る
審
査
の
う
え

作
品
が
選
ば
れ
た
。
全
て
の
作

品
は
廊
下
に
掲
示
さ
れ
、
表
彰

さ
れ
た
作
品
だ
け
で
な
く
互
い

の
作
品
を
認
め
合
っ
て
い
た
。

新
年
に
日
本
の
伝
統
文
化
を
体

験
す
る
行
事
を
通
し
て
、
海
外

に
い
な
が
ら
日
本
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
た
。
今
後
も
日
本
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。

フ
レ
ン
ズ
で
始
業
式

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

書
き
初
め
大
会

プリンストン日本語学校

書き初め大会開催

新年の思い込めて
NJ日本人学校で書き初め

https://alto-edu.com/
https://www.kokinshodo.com/
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
http://www.betteratmath.com
http://www.masako-inkyo.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
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幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ク
イ
ー
ン
ズ
区
・
み
ら
い
塾

学
習
塾
セ
ナ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

学
習
塾
セ
ナ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ひ
ま
わ
り
習
字
教
室

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
１
５
８

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

テ
キ
サ
ス
州
・
オ
ー
ス
チ
ン
日
本
語
補
習
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
48
回
冬
期
課
題
、
第
２
回
目
の

選
考
作
品
20
点
を
発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年
度
末
に

年
間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ

り
豪
華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募
数
が
一
番
多
か
っ

た
団
体
に
は
、
特
別
団
体
賞
と
し
て
応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ

ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

　

課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.

n
y
seikatsu.com

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応
募

要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

 

第
48
回
冬
期
課
題
選
考
作
品
発
表
︵
２
︶

 協賛：米国ゼブラ社

次
回
第
49
回
春
期
課
題
の
発
表
は
２
月
11
日

号
の
予
定
で
す
。

https://www.zebrapen.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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今
日
に
至
る
ま
で
、
日
本

は
様
々
な
歴
史
を
積
み
重
ね

て
き
た
。
歴
史
の
教
科
書
と

い
う
の
は
、
た
っ
た
3
0
0

ペ
ー
ジ
前
後
の
量
で
全
て
を

学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

戦
後
日
本
は
色
々
な
国
と
外

交
を
し
﹁
平
和
﹂
と
い
う
も

の
を
保
っ
て
き
て
い
る
が
、

そ
れ
に
慣
れ
て
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
現
在
の
世
界
情
勢
を
み

て
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

不
安
定
な
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

情
勢
は
本
当
に
他
人
事
な
の

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
だ
隣

国
で
あ
る
朝
鮮
半
島
の
2
つ

の
国
は
、
停
戦
と
い
う
形
で

依
然
終
わ
り
を
示
し
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、

私
は
次
の
よ
う
に
提
案
す
る
。

だ
が
﹁
前
置
き
﹂
と
し
て
、

私
は
日
本
の
社
会
科
教
育
は

否
定
し
て
お
ら
ず
、
社
会
科

好
き
の
私
か
ら
の
提
案
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
日
本

人
は
﹁
平
和
慣
れ
﹂
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

な
ぜ
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
1
つ
原
因
と

し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
我
々

が
持
っ
て
い
る
歴
史
の
教
科

書
は
、
明
治
時
代
か
ら
現
代

ま
で
の
近
代
史
と
い
う
分
野

が
限
定
的
だ
と
い
う
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
歴
史

の
教
科
書
が
、
そ
の
他
の
時

代
に
集
中
し
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
だ
。
例
え
ば
﹁
縄
文

土
器
と
弥
生
式
土
器
の
違
い
﹂

や
﹁
1
1
9
2
作
ろ
う
鎌
倉

幕
府
﹂
な
ど
が
、
日
本
の
将

来
を
考
え
る
上
で
ど
れ
だ
け

影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
が
近
代
史
は
、
日

本
が
犯
し
た
い
く
つ
か
の
戦

争
の
プ
ロ
セ
ス
や
戦
前
か
ら

あ
る
程
度
成
り
立
っ
て
い
た

民
主
主
義
が
、
な
ぜ
軍
事
へ

と
方
向
を
変
え
て
し
ま
っ
た

理
由
が
教
科
書
に
示
さ
れ
て

い
な
い
。
な
ぜ
そ
れ
ら
が
重

要
な
の
か
と
い
う
と
、
1
つ

1
つ
の
出
来
事
が
今
後
の
日

本
の
教
訓
に
な
る
か
ら
だ
。

ま
た
そ
れ
ら
が
、
隣
国
の
韓

国
や
中
国
に
未
だ
に
影
響
を

与
え
続
け
て
い
る
の
は
間
違

い
な
い
。
そ
し
て
我
々
の
近

代
史
の
理
解
力
が
未
熟
な
上
、

ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
外
交

問
題
が
山
積
み
な
の
で
あ
る
。

　

一
方
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
の

国
の
社
会
科
の
教
育
で
は
、

﹁
今
日
の
国
際
情
勢
﹂
な
ど
を

学
ぶ
機
会
が
多
々
あ
る
。
で

は
な
ぜ
、
日
本
の
学
校
で
は

そ
れ
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
大
き
な
原
因
と
し

て
、
近
現
代
史
は
現
在
進
行

中
の
出
来
事
も
あ
り
、
い
わ

い
る
﹁
生
乾
き
﹂
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

い
い
の
か
、
と
い
う
抵
抗
感

が
あ
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
日

米
間
で
の
教
育
で
の
﹁
教
え

る
﹂
と
﹁
話
し
合
う
﹂
と
い

う
違
い
が
、
そ
の
元
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
私

は
、
戦
後
70
年
以
上
の
月
日

が
経
ち
、
私
達
は
も
っ
と
歴

史
を
客
観
的
に
見
る
良
い
タ

イ
ミ
ン
グ
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　

最
後
に
も
う
１
度
繰
り
返

す
が
、
私
は
日
本
の
歴
史
が

好
き
な
一
人
で
、
他
の
国
に

は
な
い
複
雑
で
美
し
い
長
い

歴
史
を
持
っ
た
日
本
を
否
定

し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
た

だ
﹁
近
現
代
史
﹂
を
学
ぶ
機

会
で
、
日
本
の
過
ち
や
苦
労

を
私
達
が
生
き
る
21
世
紀
に

教
訓
と
し
て
ど
れ
だ
け
世
界

平
和
に
貢
献
で
き
る
か
は
計

り
知
れ
な
い
。
た
だ
私
は
、

そ
れ
ら
を
無
駄
に
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
だ
け
な
の

だ
。

　
　

  　
︵
滞
米
１
年
６
か
月
︶

　

去
年
の
秋
、
私
は
お
祭
り

で
金
魚
を
一
匹
手
に
入
れ
ま

し
た
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
、

水
そ
う
に
入
れ
ま
し
た
。
入

れ
た
時
は
元
気
そ
う
で
し
た
。

で
も
、
数
日
後
、
朝
起
き
て

見
て
み
る
と
金
魚
は
死
ん
で

い
ま
し
た
。

　

一
週
間
後
、
魚
が
と
て
も

ほ
し
か
っ
た
の
で
、
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
に
行
っ
て
、
金
魚

を
四
匹
買
い
ま
し
た
。
で
も

ま
た
す
ぐ
に
全
部
死
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
ど
う
し

て
も
魚
が
ほ
し
か
っ
た
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
魚
が

ど
う
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た

の
か
、
ど
う
し
た
ら
死
な
さ

ず
に
飼
う
こ
と
が
で
き
る
か

調
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一

番
大
切
な
こ
と
は
、
水
の
環

境
を
整
え
る
こ
と
だ
と
分
か

り
ま
し
た
。

　

今
度
は
魚
の
専
門
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
に
行
っ
て
、
魚
用

の
水
と
、
水
を
調
整
す
る
薬

と
、
熱
帯
魚
十
三
匹
と
ヒ
ー

タ
ー
を
買
い
ま
し
た
。
金
魚

は
冷
た
い
水
で
も
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
け
れ
ど
、
熱
帯

魚
は
ヒ
ー
タ
ー
が
な
い
と
、

生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

ら
で
す
。

　

そ
れ
な
の
に
、
一
週
間
で

半
分
く
ら
い
死
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
本
当
は
水
そ
う
の

水
が
調
整
で
き
る
ま
で
待
た

な
い
と
い
け
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
こ
で
、
二
週
間
待
っ

て
か
ら
も
う
一
回
熱
帯
魚
と

水
中
カ
タ
ツ
ム
リ
と
水
草
を

買
い
に
行
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
一
週
間
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。
帰
っ
て
く
る
と

ま
た
半
分
死
ん
で
し
ま
っ
て

い
て
、
本
当
に
悲
し
く
な
り

ま
し
た
。
旅
行
中
に
あ
げ
た

自
動
の
エ
サ
が
多
す
ぎ
た
よ

う
で
す
。

　

今
は
ミ
ッ
キ
ー
と
い
う
魚

が
一
匹
と
、
二
匹
の
カ
タ
ツ

ム
リ
が
い
ま
す
。
ミ
ッ
キ
ー

は
元
気
に
人
生
を
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

今
回
私
は
、
魚
の
し
育
に

は
水
そ
う
の
水
が
調
整
さ
れ

る
ま
で
数
週
間
待
た
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
と
、

エ
サ
を
あ
げ
す
ぎ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ミ
ッ
キ
ー
が

死
な
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て

お
世
話
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
９
年
︶　

 ﹁
日
本
の
社
会
科
教
育
へ
の
提
案
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
啓
太

　

ぼ
く
は
、
毎
日
つ
か
れ
て

い
ま
す
。
く
た
く
た
に
な
っ

て
学
校
か
ら
家
に
帰
る
と
、

母
が
お
い
し
い
ご
飯
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。
家
に
は
い
い

に
お
い
が
し
ま
す
。　

ぼ
く

は
サ
ッ
カ
ー
を
チ
ー
ム
に
入

っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
が
、

練
習
や
試
合
が
終
わ
る
と
、

い
つ
も
父
が
迎
え
に
来
て
待

っ
て
く
れ
ま
す
。　

暑
く
て

汗
が
止
ま
ら
な
い
夏
で
も
、

家
の
中
は
扇
風
機
が
効
き
す

ぎ
て
寒
い
ぐ
ら
い
で
す
。

　

そ
ん
な
毎
日
が
ぼ
く
に
と

っ
て
は
当
た
り
前
の
生
活
で

す
。
だ
け
ど
、
ぼ
く
の
当
た

り
前
と
真
反
対
の
生
活
を
し

て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
れ
は
ア
フ
リ
カ
の
ま
ず
し

い
国
の
人
々
で
す
。

　

ア
フ
リ
カ
の
ま
ず
し
い
国

で
は
、
水
道
が
通
っ
て
い
な

い
地
域
が
多
い
の
で
、
自
分

た
ち
で
川
ま
で
歩
い
て
い
っ

て
水
を
く
ま
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
そ
う
し
な
い
と
水
が

飲
め
な
い
の
で
す
。
で
も
ぼ

く
た
ち
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
水
を
か

ん
た
ん
に
買
う
こ
と
が
で
き
、

飲
み
た
い
と
き
に
す
ぐ
に
飲

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
も
ア
フ
リ
カ
に
は
病

院
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
病

気
を
し
た
人
た
ち
は
、
病
院

に
行
く
こ
と
が
で
き
ず
に
大

変
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
死
ん
で
し
ま
う
人
も

い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
そ
ん
な
ア
フ
リ
カ

の
人
た
ち
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
ま
し
た
。
ま

ず
は
ユ
ニ
ク
ロ
に
行
っ
た
ら
、

ぼ
き
ん
箱
に
１
０
０
円
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ユ
ニ
ク
ロ
に
は
貧
し
い
国
を

た
す
け
る
た
め
の
ぼ
き
ん
箱

が
あ
り
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
の

国
々
が
平
和
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
　

           　
︵
滞
米
２
年
︶

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人に
は全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメ
リカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品
に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長 2000 字まで。
写真を必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名と E メールアドレ
スを明記のうえ、下記住所まで郵送してください。

NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.　Attn : Sakubun
71 West 47th Street #1205, New York, NY 10036

＊ E メールでの応募はスキャンした作文（PDF) または Word 原稿に
写真データと上記応募規定にある個人情報を添えて 

nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

 主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

 ﹁
魚
の
し
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

　
　
テ
キ
サ
ス
州
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
・
エ
ピ
ス
コ
パ
ル
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
は
な

　

八
月
に
、
か
ぞ
く
で
キ
ャ

ン
プ
じ
ょ
う
で
火
お
こ
し
を

し
ま
し
た
。

　

火
に
、
か
れ
た
は
っ
ぱ
を

い
れ
ま
し
た
。
あ
か
い
火
が

で
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
つ

ぼ
っ
く
り
を
見
つ
け
て
火
に

い
れ
た
ら
、
す
ぐ
も
え
ま
し

た
。
も
う
一
つ
い
れ
た
ら
、

ボ
ー
ボ
ー
も
え
ま
し
た
。

﹁
こ
れ
い
じ
ょ
う
い
れ
た
ら
、

た
い
へ
ん
だ
か
ら
、
こ
れ
だ

け
に
し
て
。﹂

と
お
か
あ
さ
ん
が
い
っ
た
の

で
、
や
め
ま
し
た
。

　

た
の
し
か
っ
た
の
は
、
お

に
く
で
す
。
お
に
く
を
か
む

し
ゅ
ん
か
ん
、
お
に
く
の
し

る
が
で
て
、
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
お
と
う
さ
ん
と
お
か

あ
さ
ん
が
、

﹁
お
い
し
い
ね
。﹂

と
い
い
ま
し
た
。

　

テ
ン
ト
の
な
か
に
、
ね
ぶ

く
ろ
を
よ
う
い
し
て
、
ね
ま

し
た
。
ま
た
い
き
た
い
で
す
。

　
　

  　
︵
滞
米
７
年
５
か
月
︶

「アフリカの平和」
　　　　中部テネシー日本語補習校小５

　　　　　　　　　　　　　　佐藤　優成

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

「火おこし」
　　　　ニュージャージー補習授業校小１

　　　　　　　　　　　　よし見　まゆか

http://www.newjersryjapaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
通
勤
す
る
日
本
人
に
、
治
安
の
良
さ
と
教
育

環
境
の
良
さ
か
ら
人
気
の
高
い
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ハ
リ
ソ

ン
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
中
に
建
設
が
始
ま
っ
た
駅
隣
接
の
大
型

集
合
賃
貸
住
宅
、
ア
バ
ロ
ン
の
建
設
が
着
々
と
進
ん
で
い
て
そ
の

人
気
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

こ
の
大
型
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
３
つ
の
棟
か
ら
成

り
、
中
央
の
Ｂ
棟
が
最
初
に
完
成
し
て
２
０
２
１
年
か
ら
入
居
が

始
ま
り
︵
昨
年
春
に
既
報
︶、
次
に
Ｃ
棟
、
現
在
Ａ
棟
が
工
事
の

最
終
段
階
で
４
月
中
旬
か
ら
の
入
居
を
目
指
し
て
い
る
。　

　

ク
オ
ー
ツ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ト
ッ
プ
、
ス
テ
ン
レ
ス
家
電
の
オ
ー

プ
ン
キ
ッ
チ
ン
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
コ
ー

ト
ヤ
ー
ド
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
が
完
備
し
、
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
ワ
イ

フ
ァ
イ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
家
賃
支
払
い
、
ス

マ
ー
ト
キ
ー
な
ど
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
パ
ッ
ケ
ー

ジ
が
充
実
し
て
い
る
。 

　

間

取

り

と

家

賃

は
、
家
具
な
し
で
１

寝
室
が
３
１
９
５
ド

ル
か
ら
、
２
寝
室
が

４
２
１
２
ド
ル
か
ら
、

３
寝
室
は
５
９
６
０
ド

ル
か
ら
と
な
っ
て
お
り

︵
２
０
２
３
年
１
月
15

日
現
在
︶、
家
具
付
き

も
応
談
。
ペ
ッ
ト
も
可

で
１
匹
に
つ
き
月
額
60

ド
ル
。
駐
車
場
は
別
料

金
で
月
額
１
０
０
ド
ル

か
ら
１
５
０
ド
ル
。
駅
隣
接
な
の
で
建
物
を
出
て
電
車
に
乗
る
ま

で
２
分
と
か
か
ら
な
い
。
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
同
駅
か
ら
始
発
電

車
が
出
る
の
で
座
っ
て
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
ま
で
50
分
。
通

勤
に
便
利
な
築
１
年
〜
新
築
の
ア
パ
ー
ト
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
よ
り

広
い
間
取
り
で
割
安
で
借
り
ら
れ
る
。
高
速
道
路
の
Ｉ
95
や
ハ
ッ

チ
ン
ソ
ン
パ
ー
ク
ウ
エ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
郊
外
で
あ
り

な
が
ら
車
を
持
っ
て
い
て
も
持
っ
て
い
な
く
て
も
暮
ら
せ
る
利
便

性
が
人
気
の
秘
密
の
よ
う
だ
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話　

９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
shoenrealty.com

  

秋
野
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
︶

ハ
リ
ソ
ン
駅
前
の
大
型
集
合
住
宅
竣
工
ま
じ
か

 　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ

Ｙ
州
知
事
は
10
日
の
施
政
方
針

演
説
で
、
手
頃
な
価
格
の
住
宅

開
発
を
促
す﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ハ
ウ
ジ
ン
グ
協
定
﹂
の
一
環
と

し
て
、
新
た
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
を

購
入
す
る
こ
と
を
不
法
と
し
、

ガ
ス
調
理
器
か
ら
電
気
ス
ト
ー

ブ
︵
調
理
機
︶
へ
の
交
換
を
推

奨
す
る
と
い
う
、
全
国
的
に
初

の
強
硬
的
な
脱
化
石
燃
料
法
案

を
提
示
し
た
。 

　

同
法
案
が
可
決
し
た
場
合

は
、
新
築
の
住
宅
や
商
業
施
設

で
は
調
理
器
だ
け
で
な
く
温
水

器
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
も

不
可
と
な
る
。
11
日
付
の
Ｎ
Ｙ

ポ
ス
ト
紙
の
記
事
は
、
電
気
調

理
器
は
ガ
ス
調
理
器
と
は
調
理

方
法
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
調

理
時
間
が
長
く
か
か
り
﹁
レ
ス

ト
ラ
ン
業
界
が
崩
壊
す
る
﹂
な

ど
と
い
う
、
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営

者
や
シ
ェ
フ
、
飲
食
店
を
代
表

す
る
Ｎ
Ｙ
市
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
反
対
の

声
を
伝
え
て
い
る
。 

　

米
連
邦
議
会
で
は
、
消
費
者

製
品
安
全
委
員
会
を
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ト
ラ
ム
カ
・
ジ
ュ
ニ
ア
委

員
長
が
、
呼
吸
器
な
ど
の
疾
患

の
原
因
と
な
る
と
し
て
新
規
ガ

ス
調
理
器
設
置
の
全
国
的
な
禁

止
を
求
め
る
発
言
を
し
た
が
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
カ
リ
ー

ヌ
・
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
報
道

官
は
11
日
、
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ

ン
大
統
領
は
同
禁
止
案
を
支
援

し
な
い
と
伝
え
た
。 

州
ガ
ス
調
理
器
禁
止
案 

レ
ス
ト
ラ
ン
業
界
反
発 

る
と
便
利
。
単
車
用
で
価
格
は

２
４
９
９
ド
ル
。
全
米
に
取
り

扱
い
代
理
店
が
あ
る
。
電
話

８
０
０
・
８
４
７
・
８
６
１
８
、　

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://
w

w
w

.kendonusa.com
/

な
い
人
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
は
必

要
な
い
。
自
宅
車
庫
に
折
り
た

た
ん
で
立
て
掛
け
て
お
け
る

K
E

N
D

O
N

社
製
の
バ
イ
ク
専

用
ト
レ
ー
ラ
ー
が
便
利
だ
。
公

道
仕
様
バ
イ
ク
も
故
障
時
に
あ

　

モ
ト
ク
ロ
ス
や
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
用
の
バ
イ
ク
を
レ
ー
ス
場
ま

で
持
っ
て
い
く
場
合
、
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ

ー
カ
ー
が
あ
れ
ば
問
題
な
い

が
、
普
段
は
乗
用
車
し
か
乗
ら

日曜日はオートバイで遊ぼう

折りたたみ式トレーラー

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:info@shoenrealty.com
mailto:info@shoenrealty.com
mailto:info@shoenrealty.com
https://www.kendonusa.com/
https://www.kendonusa.com/
https://www.kendonusa.com/
https://www.kendonusa.com/
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ポ
ー
ラ
ン
ド
に
演
奏
旅
行
に

行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
話

を
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
持
っ
て
き

て
く
れ
た
時
、
実
現
す
る
と
は

正
直
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ポ

ー
ラ
ン
ド
は
紛
争
下
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
国
境
を
接
す
る
国
で
、

あ
る
人
の
話
で
は
﹁
難
民
が
押

し
寄
せ
て
き
て
、
空
軍
基
地
に

は
Ｆ
16
が
配
備
さ
れ
て
毎
日
爆

音
が
聞
こ
え
る
﹂
ら
し
い
。
が
、

そ
れ
で
も
彼
の
地
で
は
コ
ン
サ

ー
ト
も
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
も
平
時
と
し
て
行
わ
れ
、﹁
フ

ラ
イ
ト
は
決
ま
っ
た
の
か
？
﹂

と
催
促
が
来
て
し
ま
っ
た
。
し

か
も
今
回
の
演
奏
は
規
模
が
デ

カ
い
。
一
つ
は
２
日
間
の
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
２
日

目
、
も
う
一
つ
は
大
都
会
の
ウ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
２
世
が
建
て
た
イ

ン
ペ
リ
ア
ル
シ
ア
タ
ー
で
の
ジ

ャ
ズ
シ
リ
ー
ズ
、
光
栄
極
ま
り

な
い
。
と
い
う
の
で
、
一
抹
の

不
安
を
覚
え
な
が
ら
も
出
か
け

る
こ
と
に
し
た
。

　

演
奏
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

も
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
行
く
の
は
初

め
て
で
あ
る
。
不
思
議
な
も
の

で
、
こ
う
い
う
こ
と
も
国
同
士

の
繋
が
り
が
背
景
に
あ
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、

私
が
毎
年
の
よ
う
に
出
か
け
て

い
た
フ
ラ
ン
ス
と
は
歴
史
的
に

も
縁
が
深
く
、
ピ
ア
ノ
の
詩
人

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ
ョ
パ
ン
、

ラ
ジ
ウ
ム
の
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
二
度
受
賞
し
た
マ
リ
ー
・

キ
ュ
リ
ー
、
他
に
も
フ
ラ
ン
ス

で
活
躍
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は

多
い
。

　

７
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
は
快
適

で
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル

に
３
年
ぶ
り
に
降
り
立
つ
。
久

し
ぶ
り
の
フ
ラ
ン
ス
、
久
し
ぶ

り
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
何
も
か
も

が
本
当
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

早
速
カ
フ
ェ
で
朝
食
に
ク
ロ
ワ

ッ
サ
ン
と
カ
フ
ェ
オ
レ
を
注
文

す
る
。

　

パ
リ
で
乗
り
継
ぎ
の
ワ
ル
シ

ャ
ワ
行
き
の
便
を
待
つ
。
初
め

て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
を
見
つ

け
た
。
何
か
の
ス
ポ
ー
ツ
チ

ー
ム
の
よ
う
で
、
背
中
に
は

﹁
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｓ
Ｋ
Ａ
﹂
と
あ
る
。

Poland

の
国
名
を
現
地
で
は

そ
う
呼
ぶ
。
後
に
実
感
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
Ｐ
Ｏ
Ｌ
と
は
草

原
の
こ
と
で
、
国
名
は
﹁
草
原

の
民
﹂
を
意
味
す
る
。

　

パ
リ
か
ら
二
つ
目
の
飛
行

機
に
乗
り
２
時
間
ほ
ど
で
、

W
arsaw

に
到
着
、
現
地
で

はW
arszw

a

、
日
本
で
も
ワ

ル
シ
ャ
ワ
と
い
う
。
空
港
の
名

前

は
﹁Lotnisko C

hopina 
w

 W
arszaw

ie 

︵W
arsaw

 

C
hopin A

irport

︶﹂。

折

角

な
ら
Ｎ
Ｙ
の
空
港
も
﹁G

ersh-
w

in A
irport

﹂
に
し
た
ら
ど

う
か
と
一
瞬
思
っ
た
。
一
国
の

首
都
に
し
て
は
小
さ
く
鄙
び
た

空
港
で
あ
る
が
、
無
事
に
到

着
し
て
安
堵
す
る
。﹁W

e are 
P

R
O

U
D

 O
F

 P
O

L
A

N
D

﹂

と
い
う
シ
ョ
パ
ン
を
擁
し
た
赤

い
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。

赤
と
白
二
色
の
国
旗
は
日
本
と

同
じ
だ
。
す
っ
か
り
現
地
通
貨

の
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
の
で
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で
両
替
。
10
Ｐ
Ｌ

Ｎ
︵
ス
ロ
ー
タ
ー
？
︶
が
大
体

２
ド
ル
、
５
分
の
１
だ
と
思
え

ば
良
い
。

　

入
国
を
済
ま
せ
る
と
地
下
の

電
車
の
駅
に
向
か
う
。
駅
は
暗

く
、
小
さ
く
、
陰
鬱
で
、
最
近

観
た
映
画
の
ロ
シ
ア
の
よ
う

だ
。急
に
寂
し
く
な
っ
て
き
た
。

チ
ケ
ッ
ト
は
券
売
機
が
複
雑
す

ぎ
る
の
で
、
車
内
で
買
う
こ
と

に
し
た
。
電
車
に
乗
っ
て
し
ば

ら
く
走
る
と
車
掌
の
お
ば
さ
ん

が
、
息
子
か
誰
か
私
服
の
青
年

と
一
緒
に
や
っ
て
き
た
。
チ

ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
な
い
、
し

か
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ト
か
高

額
の
紙
幣
し
か
持
っ
て
い
な
い

と
い
う
と
、
あ
か
ら
さ
ま
に
嫌

な
顔
を
さ
れ
た
。
が
、
随
分
と

時
間
が
か
か
っ
た
が
青
年
の
通

訳
の
お
陰
で
な
ん
と
か
切
符
を

買
っ
て
目
的
の
駅
で
降
り
た
。　

と
り
あ
え
ず
地
上
に
階
段
で
上

が
っ
て
み
る
。
寒
く
は
な
い

が
、
ま
だ
夕
方
な
の
に
真
っ
暗

で
、
目
の
前
に
威
圧
的
な
建
物

が
霧
の
中
に
聳
え
て
い
る
。
そ

う
か
、
こ
こ
は
長
い
こ
と
帝
政

ロ
シ
ア
の
支
配
下
に
あ
っ
た
の

だ
。
フ
ェ
ー
ス
ペ
イ
ン
ト
を
し

て
い
る
若
者
が
い
る
。
忘
れ
て

い
た
、
今
日
は
ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン

な
の
だ
。

　

G
oogleM

ap

を
使
っ
て
15

分
歩
い
て
ホ
テ
ル
に
着
く
。
ち

ょ
っ
と
前
ま
で
は
貴
族
の
お
屋

敷
だ
っ
た
と
思
え
る
宮
殿
の
よ

う
な
ア
パ
ー
ト
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
。
中
庭
が
あ
っ
て
、
大
き
な

リ
ビ
ン
グ
に
、
大
き
な
バ
ス
ル

ー
ム
、
台
所
に
、
マ
ス
タ
ー
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
、
小
さ
な
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
、
巨
大
な
こ
の
空
間
が

一
泊
50
ド
ル
？
残
念
な
が
ら
、

明
日
は
大
き
な
移
動
で
早
朝
出

発
な
の
で
、
今
日
は
荷
物
を
広

げ
た
く
な
い
。

　

時
差
で
体
内
時
計
は
無
茶
苦

茶
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で

も
お
腹
が
減
っ
た
の
で
、
外
に

出
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
る
気

は
な
い
私
に
救
世
主
が
現
れ

た
。
ホ
テ
ル
の
ほ
ぼ
隣
に
感
じ

の
良
い
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
。
お

惣
菜
パ
ン
と
果
物
を
夕
食
に
買

う
。
パ
ン
の
種
類
が
豊
富
だ
！

　

最
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
バ

ッ
ハ
の
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
幻
想
曲

を
弾
く
つ
も
り
を
し
て
お
り
、

そ
の
準
備
の
た
め
に
参
考
に
さ

せ
て
も
ら
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
女

性
ピ
ア
ニ
ス
ト
、ア
ン
ジ
ェ
ラ
・

ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
が
﹁
コ
ン
サ
ー

ト
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
孤
独
だ
。
一

人
で
練
習
し
、一
人
で
旅
行
し
、

一
人
で
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
き
、

一
人
で
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
。﹂

と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
ソ
ロ
ピ
ア
ノ
の
ツ
ア
ー

は
実
は
私
自
身
初
め
て
で
、
今

ま
で
は
バ
ン
ド
メ
イ
ト
と
一
緒

に
旅
行
し
た
り
、
現
地
で
合
流

し
た
り
と
、
孤
独
で
あ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。

　

食
事
を
し
た
ら
、
も
う
起
き

て
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。寝
る
。

明
日
は
６
時
間
の
電
車
の
旅
。

ま
ず
は
こ
の
素
晴
ら
し
い
機
会

と
無
事
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
着
い

た
こ
と
に
感
謝
し
た
。︵
続
く
︶

浅
井
岳
史

︵
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
︶

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
旅
日
記

第
１
話　

シ
ョ
パ
ン
の
祖
国
へ

 第 452 回

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
卯
年
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
日
本
に
は
ウ
サ
ギ
の

専
門
博
物
館
は
な
い
よ
う
で

す
が
、
ア
メ
リ
カ
に
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
中
の
ア
ル

タ
デ
ナ
地
区
に
バ
ニ
ー
博
物

館
︵T

he Bunny M
useum

︶

と
い
う
ウ
サ
ギ
専
門
の
博
物

館
が
あ
り
ま
す
。
ラ
ビ
ッ
ト

︵rabbits

︶
は
日
本
人
が
一
般

的
に
飼
っ
て
い
る
毛
の
ふ
わ
ふ

わ
と
し
た
柔
ら
か
な
感
じ
の
穴

ウ
サ
ギ
を
指
す
の
に
対
し
、
バ

ニ
ー
︵bunny

︶
は
厳
密
に

は
子
ウ
サ
ギ
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、﹁hare

﹂
は
﹁
野

ウ
サ
ギ
﹂
を
意
味
し
、rabbit

よ
り
も
筋
肉
質
な
野
性
の
ウ
サ

ギ
を
指
す
よ
う
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
日
本
語
的
に
は
﹁
子
ウ

サ
ギ
博
物
館
﹂
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

バ
ニ
ー
博
物
館
は
、
ス
テ
ィ

ー
ブ
・
ル
バ
ン
ス
キ
ー
・
キ
ャ

ン
デ
ィ
ス
・
フ
レ
イ
ジ
ー
夫
妻

に
よ
っ
て
、
１
９
９
８
年
に
非

営
利
機
関
と
し
て
開
館
し
ま
し

た
。
き
っ
か
け
は
、
ル
バ
ン
ス

キ
ー
さ
ん
が
１
９
９
３
年
に
当

時
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
だ
っ
た
キ

ャ
ン
デ
ィ
ス
さ
ん
に
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
の
た
め
に
豪
華
な

バ
ニ
ー
を
与
え
た
こ
と
で
、
そ

の
後
毎
日
ウ
サ
ギ
関
連
の
贈
り

物
を
交
換
し
始
め
、
一
年
後
の

結
婚
式
に
は
、
ル
バ
ン
ス
キ
ー

さ
ん
は
バ
ニ
ー
の
ス
ー
ツ
で
登

場
し
た
そ
う
で
す
。
や
が
て
二

人
は
ウ
サ
ギ
に
関
す
る
ア
イ
テ

ム
の
収
集
を
開
始
し
、
今
で
は

３
５
０
０
０
以
上
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初

は
パ
サ
デ
ナ
の
夫
婦
の
住
宅
で

収
蔵
・
展
示
し
て
い
ま
し
た
が
、

よ
り
大
き
な
敷
地
を
求
め
て

２
０
１
７
年
に
現
在
の
ア
ル
タ

デ
ナ
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

館
内
は
、
７
０
０
０
平
方
フ

ィ
ー
ト
の
ス
ペ
ー
ス
に
16
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
ま
た
が
っ
て
展
示

さ
れ
て
お
り
、
１
１
１
の
カ
テ

ゴ
リ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ウ
サ
ギ
、
ウ
サ
ギ
の
骨
董

品
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
ク
ッ
キ
ー

ジ
ャ
ー
ウ
サ
ギ
︵
ク
ッ
キ
ー
な

ど
の
焼
き
菓
子
を
湿
気
や
虫
か

ら
防
ぐ
作
ら
れ
た
ウ
サ
ギ
の
デ

ザ
イ
ン
の
入
れ
物
︶、
ラ
ン
チ

バ
ケ
ツ
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
、

オ
ル
ゴ
ー
ル
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

9
つ
の
ロ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド
フ
ロ

ー
ト
ウ
サ
ギ
︵
パ
サ
デ
ナ
で
新

年
祝
賀
行
事
の
一
つ
と
し
て
行

わ
れ
る
パ
レ
ー
ド
に
登
場
す
る

ウ
サ
ギ
の
飾
り
つ
け
を
し
た
乗

り
物
︶、
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
ウ

サ
ギ
︵
ウ
サ
ギ
の
形
を
し
た

フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
の
食
べ
物
︶、

マ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
な
ど
が
あ
り
、

今
で
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
９
年
に
は
、
な
ん

と
、﹁
世
界
で
最
も
多
く
の
バ

ニ
ー
ア
イ
テ
ム
を
所
有
し
て

い
る
﹂
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ

ク
に
も
登
録
さ
れ
、
今
な
お

世
界
記
録
を
保
持
し
て
い
ま

す
。
博
物
館
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
﹁
世
界
で
最
も
ホ
ッ
ピ
ー

な

場

所
︵T

he H
oppiest 

Place on E
arth

︶﹂

で

あ

り
、
３
匹
の
生
き
た
ウ
サ
ギ

も
飼
育
し
て
い
ま
す
。
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
タ
イ
ム
ズ
は
、

２
０
１
８
年
に
バ
ニ
ー
博
物

館
に
つ
い
て
、﹁
ウ
サ
ギ
の
配

列
は
キ
ッ
チ
ュ
に
傾
い
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
膨
大
な
備
蓄
は

洞
察
を
抱
き
、
風
変
わ
り
な

種
類
の
重
力
を
与
え
ま
す
﹂

と
書
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
ぜ
ひ
バ
ニ
ー
博
物

館
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
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長
︶
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や
は
り
時
差
は
き
つ
い
。
夕

食
の
後
、
ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
る

よ
う
に
眠
っ
た
の
は
良
い
が
、

夜
中
の
２
時
に
は
目
が
覚
め

て
、
そ
れ
か
ら
半
分
寝
た
状
態

で
朝
が
来
て
し
ま
っ
た
。
外
は

雨
。
宮
殿
の
よ
う
な
ホ
テ
ル
の

窓
か
ら
は
白
い
壁
と
美
し
い
紅

葉
が
見
え
る
。

　

ホ
テ
ル
の
一
階
に
は
レ
ス
ト

ラ
ン
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
行

っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
頼
ん
だ
。
た

ど
た
ど
し
い
英
語
で
エ
ス
プ
レ

ッ
ソ
か
ビ
ッ
グ
カ
ッ
プ
か
を
聞

か
れ
た
の
で
、
﹁
ビ
ッ
グ
カ
ッ

プ
で
﹂
と
頼
ん
だ
ら
、
私
に
は

と
て
も
小
さ
く
見
え
る
紙
コ
ッ

プ
で
少
量
の
コ
ー
ヒ
ー
が
出
て

き
た
。
と
り
あ
え
ず
、
部
屋
に

持
っ
て
い
っ
て
飲
ん
だ
が
飲
み

足
り
な
い
の
で
、
再
び
外
に
出

て
み
た
。
ど
う
や
ら
こ
こ
の
人

は
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
な
よ
う

で
、
ス
タ
バ
形
式
の
珈
琲
屋
が

沢
山
並
ん
で
い
て
、
や
っ
と
大

き
な
ラ
ッ
テ
を
頼
む
こ
と
が
で

き
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
若
い
女

性
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
挨
拶

を
教
え
て
も
ら
っ
た
が
、
非
常

に
難
し
く
て
中
々
覚
え
ら
れ
な

い
。
申
し
訳
な
い
が
、
英
語
で

通
す
こ
と
に
し
た
。

　

が
、
ゆ
っ
く
り
は
し
て
ら
れ

な
い
。
朝
食
に
昨
夜
ス
ー
パ
ー

で
買
っ
た
リ
ン
ゴ
を
食
べ
、
荷

物
を
ま
と
め
て
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ

ト
。
今
日
は
、
6
時
間
か
け

て
、
最
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
場

所
で
あ
る
、K

w
idzyn 

に
行

く
。
こ
の
町
の
名
前
、
私
に
は

全
く
発
音
で
き
な
く
て
、
現
地

の
人
に
は
全
く
通
じ
な
い
。
ポ

ー
ラ
ン
ド
語
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
も
少
し
違
っ
て
い
る
し
、

読
み
方
も
単
語
も
全
く
違
う
。

言
語
学
的
に
は
ロ
シ
ア
語
系
な

の
だ
。
以
前
観
た
ロ
シ
ア
の
映

画
﹁
戦
争
と
平
和
﹂
の
言
葉
に

非
常
に
響
き
が
似
て
い
る
。
フ

ラ
ン
ス
語
を
少
し
か
じ
っ
た
私

は
、
ス
ペ
イ
ン
語
も
イ
タ
リ
ア

語
も
そ
れ
な
り
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
ト
で
き
る
の
だ
が
、
こ
こ
は

全
く
お
手
上
げ
で
あ
る
。

　

小
雨
の
中
、
荷
物
を
引
き
ず

っ
て
駅
ま
で
15
分
歩
い
て
昨
夜

到
着
し
た
駅
に
着
く
。
国
際
電

車
も
出
て
い
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
中

央
駅
で
あ
る
が
、
相
変
わ
ら
ず

暗
い
、
小
さ
い
、
で
陰
鬱
で
あ

る
。
な
ん
で
窓
を
作
ら
な
い

の
？
電
車
を
見
つ
け
て
乗
り
込

ん
だ
。
こ
こ
か
ら
は
、
結
構
快

適
な
特
急
電
車
でM

albork

と
い
う
街
ま
で
３
時
間
。
そ
こ

で
２
時
間
ほ
ど
待
っ
て
、
ロ
ー

カ
ル
線
に
乗
り
換
え
、
さ
ら
に

１
時
間
ほ
ど
で
、
中
世
の
城
の

町K
w

idzyn

ま
で
行
く
。
遠

い
・
・
・
。

　

シ
ョ
パ
ン
の
ノ
ク
タ
ー
ン
が

電
車
の
メ
ロ
デ
ィ
だ
。
高
校
生

の
頃
、
楽
譜
を
使
わ
ず
に
、
耳

で
音
を
拾
っ
て
自
分
の
ア
レ
ン

ジ
を
弾
い
て
い
た
。
そ
の
頃
か

ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
は
な
く
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う

︵
笑
︶。

　

車
窓
に
広
が
る
景
色
は
、
ど

ん
よ
り
と
霧
な
の
か
雨
な
の
か

で
幻
想
的
な
草
原
ば
か
り
で
あ

る
。
寒
い
の
だ
が
雨
が
多
い
よ

う
で
、
草
原
の
緑
が
美
し
い
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
似
て
い

る
。

　

M
albork

に
着
く
。
地
図

上
で
は
乗
り
換
え
の
拠
点
に
な

っ
て
い
る
そ
こ
そ
こ
の
街
だ

が
、
な
ん
と
も
寂
し
く
て
暗
い

駅
で
あ
っ
た
。
早
速
駅
舎
の
外

に
出
て
み
た
が
、
古
い
レ
ン
ガ

の
建
物
、
駅
の
外
に
し
か
な
い

有
料
ト
イ
レ
、
そ
し
て
煙
突
か

ら
煙
を
出
し
続
け
る
工
場
、
そ

こ
を
覆
う
ど
ん
よ
り
と
曇
っ
た

灰
色
の
空
、
と
て
も
悲
し
げ
な

景
色
で
あ
っ
た
。

　

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
し
て
２
時

間
こ
こ
で
過
ご
す
。
売
店
で
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
と
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

ス
を
買
っ
て
待
合
室
で
食
べ

る
。
だ
が
、
こ
の
待
合
室
、
貴

族
の
お
屋
敷
だ
っ
た
の
か
、
ロ

ン
ド
ン
の
ヘ
ン
リ
ー
８
世
の
宮

殿
、
ハ
ン
プ
ト
ン
コ
ー
ト
張
り

の
中
世
の
木
の
彫
刻
が
見
事
に

壁
と
天
井
を
飾
る
。
思
わ
ず
広

角
レ
ン
ズ
を
取
り
出
し
て
撮
影

し
て
み
た
。
が
、
そ
ん
な
立
派

な
待
合
室
に
居
合
わ
せ
た
﹁
北

に
帰
る
人
の
群
れ
は
誰
も
無
口

で
﹂
私
が
食
べ
る
ポ
テ
ト
チ
ッ

プ
ス
の
音
だ
け
が
静
か
な
部
屋

に
鳴
り
響
い
て
い
た
。

　

い
つ
の
間
に
か
、
ホ
ー
ム
に

二
両
だ
て
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー

が
止
ま
っ
て
い
た
の
で
、
自
分

で
ド
ア
を
開
け
て
中
で
待
つ
こ

と
に
し
た
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
な

る
田
舎
の
単
線
レ
ー
ル
を
音
の

う
る
さ
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が

走
る
。景
色
は
さ
ら
に
田
舎
で
、

農
家
と
牛
の
放
牧
も
見
え
る
。

１
時
間
弱
でK

w
idzyn

に
着

く
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
居
合
わ

せ
た
親
切
な
ご
婦
人
が
、
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
を
教
え
て
く
れ

た
。

　

駅
舎
が
と
て
も
綺
麗
で
、
紅

葉
が
し
っ
と
り
と
濡
れ
た
道

を
鮮
や
か
に
飾
る
静
か
な
美

し
い
田
舎
町
で
あ
っ
た
。
電

車
か
ら
降
り
て
き
た
数
人
以

外
に
周
り
に
は
誰
も
い
な
い
。

G
oogleM

ap

を

頼

り

に

15

分
、
予
約
を
し
て
お
い
た
ア
パ

ー
ト
に
到
着
。
と
て
も
綺
麗
な

部
屋
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

　

相
変
わ
ら
ず
ど
ん
よ
り
と
霧

の
か
か
っ
た
景
色
で
、
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
り
今
回
の
演
奏
会

場
で
も
あ
る
古
城
は
見
え
な

い
。
代
わ
り
に
窓
か
ら
は
市
役

所
の
よ
う
な
黄
色
い
建
物
が
見

え
る
。

　

ベ
ッ
ド
で
ほ
ん
の
少
し
休
ん

だ
ら
、
も
う
暗
く
な
っ
て
い

た
。
こ
こ
は
日
が
暮
れ
る
の
が

早
い
。
日
曜
日
の
午
後
に
Ｎ
Ｙ

の
家
を
出
て
、
火
曜
日
の
夕
方

に
到
着
。
移
動
に
明
け
暮
れ
た

三
日
間
で
あ
っ
た
が
、
と
り
あ

え
ず
最
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
街

に
無
事
に
着
け
て
本
当
に
よ
か

っ
た
。︵
続
く
︶

浅
井
岳
史

︵
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
︶

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
旅
日
記

第
２
話　

ワ
ル
シ
ャ
ワ
か
ら
中
世
の
城
の
町
へ

https://america-keitai.com/
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com


～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ

て
２
０
２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日

本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
１
年
で
約
１
０
０

名
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国

を
考
え
た
り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し

て
、﹁
お
金
・
健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩

み
を
解
決
し
て
い
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ

ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活

か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強

み
を
活
か
し
て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本

の
若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
! !
そ

う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
が
一
変
し
ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、
人
生
よ

り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
て
、
何

か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い

る
け
ど
誰
に
相
談
し
て
良

い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

J-
ECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て

抱
え
て
い
る
悩
み
の
解
決

に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

今
後
も
さ
ら
に
特
典
を
充

実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
︵
日
本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
有
料
・
無
料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

2023 年（令和 5 年）1 月 21日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［文　化］　　(20  )

 EVENT　 
■ NYC Winter Outing ＝ 1/17 〜 2/12　
冬の NY を楽しむために市内 5 区で開催
される 4 つのキャンペーン。数百軒が参
加する「レストランウィーク」、1 枚の値
段で 2 枚のチケットが購入できる「ブロー
ドウエーウィーク」と「マストシーウィー
ク」、期間中の滞在が 23％オフになる「ホ
テルウィーク（1/3 〜 2/12）」。組み合わ
せて冬の思い出を作ろう。
詳細はhttps://www.nycgo.com/nyc-winter-
outing
■日本のお正月を NY で祝おう＝ 1/29　
ジャパン・ソサエティー（JS：333 W 
47th St.）日本のお正月を祝う家族向け参
加型のプログラムを午前・午後の部の 2
回開催日本のお正月をテーマにしたアク
ティビティーが体験できる。参加費は一
般 $15、JS 会員 $10、２歳以下無料。詳
細 は https://www.japansociety.org/kids-
family/　
■茶の湯で初春を祝う「初釜」の茶会＝
2/4　キタノホテル（66 Park Ave.）NGO
団体の表千家同門会米国東部支部によ
る「初釜」の茶会。初春らしい茶室の設
えと点前、恒例の福引、薄茶、濃茶に点
心弁当で迎える。お茶会が初めての人も
歓迎。会費は $165。詳細は https://www.
omotesenke-domonkai-usa-eastern.org/

CLASS/SEMINAR
■オンラインセミナー「日米の視点から
見る患者と医師の関係パート 2」＝ 1/28　
20:00　日米の医療現場で働く医療者と
患者が「患者の尊厳、家族の理解、医療
者の介入」をテーマにディスカッション
する。佐々木治一郎医師（北里大学医学
部 新世紀医療開発センター）、永井都穂
美看護師（乳がん経験者）ほかが参加。
セミナーは医療者・患者アドボケート対
象だが一般も参加可能。参加費無料だが
要事前登録。詳細は https://sharejp.org/
schedule/2023/1/28
■理学療法クリニック OMPT NY 主催
ワークショップ「スポーツで勝つ！ 1
日でアスリートになる徹底攻略法」＝
2/11　12:00 〜 17:00　OMPT NY（315 
Madison Ave, 12F）プロが体と心の両面
からトップアスリートになれる秘訣を伝
授する。イベントは４部構成。講師はア
レクサンダーテクニック公認講師の岸本

真純、理学療法博士の瓜阪美穂、空手家
の五嶋龍。受講料：1 講座 $35。予約は
電話 212-695-2769 まで。

MUSIC
■ 藤 田 真 央 ピ ア ノ コ ン サ ー ト ＝ 1/25　
20:00　CarnegieHall（57th St ＆ 7th 
Ave）若きピアニスト藤田真央の初のカー
ネーギーコンサート。モーツァルト、リ
スト、ブラームス、などの楽曲を演奏予定。
入場料は $51 〜 $149。
詳細は https://www.carnegiehall.org/
■トシ・カプチーノのキャバレーショー

「ザ・ベストテン昭和歌謡・J-POP80s 
Hits」 ＝ 2/5　SoHo Playhouse（15 
Vandam St,）70 〜 80 年代の昭和歌謡の
中から厳選した珠玉の名作を歌い踊る。
カバーチャージ：$38 ＋ 2 ドリンク　
詳細は https://www.sohoplayhouse.com/
■ TOKALA アンサンブル・コンサート＝
2/18　20:00　CRS（123 4th Ave 3F）日
本と韓国の民俗音楽、ポップミュージッ
ク、中東音楽を融合させた楽曲をアンサ
ンブルで演奏する。出演は永井晶子（ピ
アノ、アコーディオン）、武石聡（パーカッ
ション）、Sita Chay ( バイオリン )。 入場
料：$20（学生 $10）
詳細は https://crsny.org
■ チ ャ リ テ ィ ー イ ベ ン ト「NEW & 
JAPAN」 ＝ 2/20　14:00　CarnegieHall

（57th St ＆ 7th Ave）音楽やパフォーマ
ンスなど、日本の文化を通じて、日米文
化交流、世界平和と文化の向上への貢献
を目指すチャリティーイベント。特別ゲ
ストは『ポケットモンスター』の主題歌
やポケットモンスターのさとしの声で人
気のアニソン歌手、声優の松本梨香さん。
入場無料。
詳細は https://www.carnegiehall.org/

ART
　

■ 絵 画 展「SAKAI・ ア ー ト シ ョ ー・
2023」=1/31 ま で　UkeHut（36-01 36th 
Ave, Long Island City）ウクレレ奏者で
アーティストの SAKAI による絵画展。
オープニングレセプション＆カウントダ
ウンライブは 31 日午後６時から。入場
無料（オープニングレセプションとクロー
ジングパーティー、ライブミュージック
等のイベントは有料）。
詳細は https://www.sakaiartnewyork.com/
■「着物スタイル：ジョン・C・ウェバー・
コ レ ク シ ョ ン 展 」 ＝ 2/20 ま で　The 
Metropolitan Museum of Art（1000 Fifth 
Ave.）18 世紀後期から 20 世紀初頭に近
代女性のライフスタイルに適応し用いら
れた T 字型の衣服である着物の流行をた
どる。150 年の着物スタイルの変遷を展
示する。入場料：大人 $30、シニア $22、
学生 $17、NY 州在住者と NY・NJ・CT
の学生は入場料任意。
詳細は https://www.metmuseum.org/
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